
立
命
館
経
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学
　
（
第
六
巻
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第
四
号
）

九
四
　
（
五
二
六
）

、
、
、

ユ
ン

へ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格

新
し
い

推
算
統
計

の

例

関

弥
　
三
　
郎

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

ま
え
が
き

景
気
調
査
法
の
構
成

景
気
調
査
の
数
量
化

景
気
調
査
法
の
統
計
的
性
格

む
す
び
　
　
景
気
調
査
法
の
役
割

ま

え
　
が
　
き

　
近
時
、
景
気
の
変
動
に
対
処
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
経
済
の
実
務
家
や
行
政
、
政
策
の
担
当
老
の
実
践
的
要
求
か
ら
、
叉
景
気
理

論
の
実
証
、
数
量
化
の
た
め
の
研
究
上
の
要
請
か
ら
、
景
気
分
析
に
必
要
な
経
済
統
計
調
査
の
整
備
、
充
実
が
著
し
く
進
歩
し
、
経

済
統
計
資
料
は
質
量
共
に
－
飛
躍
的
に
発
達
し
て
き
た
の
で
お
る
。
そ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
一
っ
の
現
象
は
、
個
々
の
経
済
主
体
を
対

象
と
す
る
傾
向
調
査
、
予
想
調
査
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
経
済
調
査
の
方
法
が
、
各
国
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と



で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
方
法
は
回
答
に
時
間
を
要
す
る
正
確
な
数
的
確
定
を
断
念
し
て
経
済
の
変
動
の
方
向
だ
げ
を
把
握
し
、
叉
そ
れ
を
過
去

の
事
実
に
っ
い
て
だ
け
で
は
な
く
経
済
主
体
の
将
来
の
予
想
、
意
図
に
っ
い
て
も
調
べ
る
の
で
あ
つ
て
、
標
本
調
査
法
、
意
見
調
査

法
の
発
達
に
基
い
て
可
能
と
な
一
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
一
て
経
済
の
変
動
の
迅
速
な
認
識
が
得
ら
れ
、
又
数
的
調
査
の
容
易
に

及
び
得
な
い
経
済
事
象
の
把
握
が
可
能
に
な
一
た
だ
げ
で
は
な
く
、
更
に
今
迄
の
い
わ
ゆ
る
事
後
的
な
統
計
資
料
の
外
に
事
一
削
的
な

統
計
資
料
を
姦
得
し
得
る
よ
－
に
な
り
、
景
気
の
診
断
、
予
測
に
一
つ
の
有
力
な
実
証
的
支
点
を
与
え
る
よ
“
な
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
調
査
・
予
想
調
査
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
－
一
ソ
一
ソ
の
・
・
。
経
済
研
究
所
の
景
気
調
査
気
。
。
一
昌
目
、
一
自
、
．

蔓
一
バ
リ
竃
立
統
計
経
済
研
究
所
の
調
査
、
ア
メ
ー
カ
の
ダ
ソ
・
ア
ソ
ド
・
ブ
ラ
ツ
ド
．
ス
ト
リ
、
ト
杜
、
フ
オ
、
チ
ユ
ソ
杜
、

マ
ッ
ク
グ
ロ
ウ
．
ヒ
ル
杜
・
商
務
蓼
の
調
査
及
び
－
シ
ガ
ソ
大
学
調
査
研
究
所
一
。
。
膏
蚕
射
馨
與
・
。
ブ
・
。
目
、
。
、
一
と
連
邦
準
備
局
と

の
協
力
に
よ
る
消
費
老
金
融
調
査
（
Ｏ
Ｏ
膏
く
｛
。
｛
Ｏ
。
易
目
暮
。
ヨ
暮
目
ｏ
色
等
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
Ｉ
ｆ
。
経
済
研
究
所
の
景
気
調
査
は
、
一
九
五
〇
年
一
月
か
ら
西
独
全
体
の
工
業
、
商
業
の
経
営
指
導
婁
対
象
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
一
て
、
経
済
の
把
握
が
包
括
的
で
菱
こ
と
や
、
毎
月
行
わ
れ
結
果
が
非
常
に
早
く
得
ら
れ
る
こ
と
等

に
お
い
て
他
の
調
査
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
有
し
、
特
に
短
期
的
な
景
気
の
診
断
、
予
測
に
有
用
な
知
識
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
そ

の
方
法
は
多
く
の
国
乏
お
い
て
集
用
さ
れ
て
い
る
の
で
祉
犯
。
そ
し
て
又
こ
の
方
法
は
統
計
方
法
論
的
に
鉦
味
あ
る
種
、
の

特
讐
も
一
て
お
り
・
調
査
の
や
り
方
、
結
果
の
表
現
、
分
析
に
お
い
て
新
し
い
方
法
を
生
み
出
し
、
推
算
統
計
の
新
し
い
試
み
と

し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
芸
。
経
済
研
究
所
の
景
気
調
査
法
の
概
要
と
統
計
的
な
裳
と
麦
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
与
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
五
二
七
）

　
　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ソ
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
五
二
八
）

の
で
あ
っ
て
、
先
ず
第
二
項
に
お
い
て
景
気
調
査
法
の
構
成
を
述
べ
て
そ
れ
の
傾
向
調
査
、
予
想
調
査
と
し
て
の
内
容
を
知
り
、
次

に
第
三
項
で
景
気
調
査
の
結
果
の
数
量
化
の
可
能
性
を
考
察
し
て
経
済
統
計
と
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
れ
か
ら
第
四
項
に
お

い
て
景
気
調
査
法
の
統
計
的
性
格
を
吟
味
し
て
、
最
後
に
第
五
項
で
景
気
調
査
法
が
経
済
の
認
識
に
お
い
て
果
す
役
割
を
要
約
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
第
二
項
及
び
第
四
、
第
五
項
は
主
と
し
て
次
の
論
文
凹
に
よ
り
又
第
三
項
は
固
－
凹
に
よ
っ
た
。

　
口
］
　
目
一
－
｝
箏
胴
０
巨
弄
¢
自
箏
Ｏ
事
．
竃
｝
Ｈ
自
目
～
『
串
“
…
Ｏ
曽
９
０
丙
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目
盲
目
軍
目
昌
窃
↑
く
胃
武
ブ
鳥
目
、
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旨
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声
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０
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け
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、
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吋
Ｐ
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［
～
］
◎
．
ト
目
宗
冨
◎
箏
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ｐ
二
旨
◎
ａ
目
目
罧
員
叶
霧
け
目
目
ｑ
ｇ
ｏ
言
巨
ｇ
。
け
寿
．
い
旨
こ
声
昌
．
ｏ
ｏ
註
け
．
＞
８
堅
＜
、
、
一
吋
ｏ
．
○
ｏ
ｇ
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鵠
ポ
印
Ｎ
８
声

　
［
○
ｏ
］
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．
声
目
宗
易
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箏
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目
．
一
…
竃
ｑ
笹
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プ
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岸
¢
目
自
目
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目
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竃
箏
目
Ｏ
プ
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目
實
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目
９
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目
誌
富
『
考
写
け
ｏ
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９
０
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易
Ｏ
プ
目
目
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。
い
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…
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岸
け
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旧
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け
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昌
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目
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津
オ
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プ
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け
｝
－

　
　
　
ｏ
ｏ
叶
寿
、
い
一
嵐
．
○
〇
一
Ｈ
鵠
一
の
．
８
ｏ
串

　
［
凸
◎
．
＞
目
宗
易
◎
目
盲
ｐ
二
一
Ｎ
冒
司
ｓ
ぴ
ｑ
ｏ
ｏ
實
ｏ
冨
ま
昌
Ｎ
討
『
目
目
囚
宗
吻
宍
◎
目
旨
箏
軍
冒
け
＄
叶
の
・
。
。
い
ぎ
…
ト
昌
．
Ｕ
ｏ
蟹
け
．
ト
８
巨
く
、
い
一

　
　
　
団
ｐ
Ｏ
ｏ
ｇ
Ｈ
ｏ
蜆
ド
ｇ
ｏ
．
～
～
○
ｏ
津
．

　
肯
以
上
の
論
文
は
何
れ
も
景
気
調
査
実
施
後
二
年
足
ら
ず
の
経
験
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
こ
の
新
し
い
方
法
は
飛
躍
的
な

改
善
、
発
達
を
遂
げ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
は
景
気
調
査
法
の
現
在
の
正
し
い
姿
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
景
気
調
査
法
の
基
本
的
な
構
成
、
特
徴
は
依
然
と
し
て
変
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
又
そ
れ
は
上
述
の
皿
－
固
の

論
文
に
最
も
良
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
の
目
的
に
鑑
み
て
便
宜
上
以
上
の
論
文
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
の

記
述
に
は
こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。



へ
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
二
穴
昌
旨
目
奉
冒
一
霧
一
、
、
を
「
景
気
予
測
」
と
い
、
）
場
合
か
あ
っ
、
か
、
　
以
下
に
説
明
丁
ろ
二
れ
の
目
的
、
構
成
、
役
割
か
ら
し
て
「
景
気

調
査
一
と
い
う
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
、

　
一
九
五
四
年
当
時
に
お
け
る
景
気
調
査
法
の
国
際
的
普
友
状
況
に
っ
い
て
は
次
○
論
丈
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
、
、

　
考
．
ｃ
り
９
清
９
∴
ヒ
げ
ｇ
畠
ｏ
声
■
事
ｇ
き
目
胴
＜
８
弓
ｇ
宗
冨
ぎ
｛
ｓ
管
目
胴
竃
～
デ
冒
享
９
宗
『
穴
昌
言
鼻
言
｝
８
げ
胃
睾
…
胴
｛
昌

＞
易
５
目
ｑ
、
、
サ
ニ
≧
一
．
○
◎
３
け
＞
昌
巨
＜
い
、
一
巾
ユ
．
ｃ
ｏ
ｏ
。
一
Ｈ
竃
ト
○
り
．
－
亀
雫

　
こ
の
う
ち
ｍ
は
景
気
調
査
法
の
構
成
と
統
計
的
特
徴
並
に
経
済
的
意
義
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
固
は
相
関
分
析
法
に
よ
る
景
気
調
査
の
数

旦
里
化
を
具
体
例
に
よ
っ
て
説
閉
し
、
固
は
景
気
調
査
の
徴
量
化
の
可
能
性
を
数
理
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
凹
は
囚
固
で
述
べ
ら
れ

た
景
気
調
査
の
数
量
化
に
っ
い
イ
、
の
ニ
コ
ラ
ス
（
竃
．
ヨ
８
－
轟
）
の
枇
判
に
対
す
る
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
の
反
論
で
あ
る
。

口
凹
上
ふ
次
－
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ろ
。
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｝
Ｏ
考
｛
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Ｏ
プ
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津
Ｏ
口
奏
オ
０
０
０
目
Ｏ
Ｏ
Ｏ
才
四
津
饒
Ｏ
ブ
Ｏ
　
｝
０
ら
０
冒
芦
－
目
四
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
ブ
ユ
ヰ
０
箏
『
旺
プ
¢
　
之
『
．
－
Ｃ
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工
窃
室
工
易
ご
；
ａ
、
饒
『
１
５
二
。
・
Ｏ
｝
；
津
Ｏ
つ
ぎ
易
｝
Ｆ
；
凋
．

　
　
　
　
　
　
二
、
景
気
調
査
法
の
構
成

　
口
的
　
　
　
、
、
、
ユ
ソ
ヘ
ソ
・
妖
気
調
査
法
の
Ｈ
灼
は
、
櫟
本
調
俺
法
に
よ
る
経
済
統
計
調
査
よ
り
も
早
く
絡
済
の
発
展
的
狙
実
を

把
握
し
、
且
つ
焔
＾
経
済
企
体
の
概
醐
を
得
る
こ
と
で
あ
る
、

　
経
済
統
計
調
企
は
標
本
調
査
法
、
特
に
任
意
杣
出
法
の
発
達
に
よ
っ
て
非
常
に
早
く
結
呆
を
も
た
ら
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は

い
え
、
統
計
調
企
が
牛
産
、
販
売
、
価
格
等
に
っ
い
て
正
確
な
記
録
に
基
く
数
的
報
沓
を
婁
求
す
る
た
め
、
こ
れ
の
回
容
に
は
先
ず

も
と
の
記
録
の
完
成
を
ま
に
ね
ぼ
な
ら
ず
、
従
っ
て
統
計
調
査
の
早
さ
に
は
当
然
大
き
な
限
界
が
あ
り
、
そ
の
上
経
済
全
体
の
状
態

　
　
、
、
、
ユ
ン
ヘ
ン
．
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
五
二
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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済
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第
四
号
）

を
知
り
得
る
の
は
ず
一
と
遅
れ
て
得
ら
れ
る
種
・
の
関
運
指
標
が
そ
ろ
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
か
ら
、
経
済
の
実
務
家
、
行
政
、

政
策
の
担
当
者
、
研
究
者
達
の
要
求
を
十
分
満
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

景
気
調
査
法
は
こ
の
よ
う
な
経
済
統
計
調
査
の
欠
点
を
補
う
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
お
っ
て
、
こ
れ
は
当
該
経
営
に
関
し
て

は
全
知
の
経
暮
理
者
即
ち
企
業
者
を
対
象
と
し
て
、
彼
に
は
そ
の
回
答
が
即
座
に
わ
か
り
経
営
記
録
の
整
理
や
他
人
の
報
告
を
必

要
と
し
な
い
よ
う
な
事
柄
の
み
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
一
て
、
商
品
経
済
の
各
都
門
並
に
全
体
の
発
展
傾
向
の
概
観
を
、
報
告
月
の

月
末
後
十
日
余
り
と
い
う
非
常
に
短
時
日
に
与
え
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

調
査
事
項
　
景
気
調
窪
は
以
上
の
よ
う
な
目
的
を
、
企
業
者
が
そ
の
経
営
の
指
薯
と
し
て
の
機
能
に
際
し
て
経
幣
に

体
得
し
た
為
・
故
に
企
業
者
省
分
の
経
験
的
知
識
か
ら
直
ち
に
答
え
得
る
事
柄
に
調
査
内
宴
限
定
す
る
こ
と
に
よ
一
て
達
成

せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
・
そ
こ
で
ど
の
よ
う
窪
営
事
象
の
経
過
が
一
般
に
経
営
指
薯
の
経
験
的
意
識
の
中
に
実
際
に
止
め
ら
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
研
究
の
結
果
、
麦
、
卸
売
董
び
小
売
業
に
お
い
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
過
去
の
事
実
と
将
来
の
予
想
、

計
画
的
意
図
享
茎
婁
げ
。
Ｄ
葦
昌
一
を
質
問
プ
る
こ
と
に
な
一
た
。
た
だ
し
後
者
は
工
業
で
は
翌
月
と
翌
、
月
、
商
業
で
は
翌
月

に
つ
い
て
の
予
惣
、
芯
図
が
尋
ね
ら
れ
る
。

　
Ａ
　
汕
月
に
対
す
る
溌
般
の
調
企
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
将
来
の
予
想
の
調
企

工
莱
で
、
は

原
料
ハ
補
給

需
嬰
（
内
外
の
新
規
一
受
注
）

在
庫
変
動
蛙

卸
．
売
葉
イ
、
は

一
Ｎ
内
坂
－
．
ル
．
純

輪
出（

同
内
一
什
入

輪
入

小
売
業
で
．
は

版
売
額

仕
入

聯
注

　
工
業
で
は

生
産

原
料
仕
入

従
業
者
数

炊
売
価
格

卸
十
冗
－
業
で
は

旧
内
販
売
額

輪
川（

国
内
一
仕
入

輪
入

小
売
業
イ
山
ば

販
売
額

仕
人

在
庫

溌
注



在
庫
現
在
量

従
業
者
数

一
目
の
労
働
時
間
数

販
売
価
格

在
庫

発
注（

国
内
）
仕
入
価
格

輪
入
価
格

飯
売
価
格

売
掛
金

仕
入
価
格

販
売
価
格

掛
売

在
庫

発
注（

国
内
）
仕
入
価
格

輪
入
価
格

販
売
価
格

仕
入
価
格

販
売
価
格

そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
項
に
っ
い
て
原
則
と
し
て
「
増
加
」
「
不
変
」
「
減
少
」
と
い
う
三
っ
の
発
展
傾
向
を
尋
ね
る
だ
け
で
あ
っ
て
・

回
答
は
該
当
す
る
傾
向
に
×
印
を
っ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
発
展
の
大
き
さ
を
答
え
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
・

荷
こ
の
外
に
・
補
足
調
査
が
膏
、
そ
の
内
容
は
調
査
の
時
期
に
必
要
無
別
の
情
報
－
例
え
ぱ
、
工
業
の
遊
休
生
産
能

力
の
規
模
、
金
融
引
締
め
の
影
響
等
－
、
、
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
努
合
数
的
報
告
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
・
例
え
ぱ
・

工
業
に
お
げ
る
調
査
製
品
の
生
産
に
従
事
し
た
従
薯
の
数
や
商
業
に
お
け
る
年
問
販
売
額
の
質
問
で
あ
る
が
・
そ
れ
は
個
々
の
回

答
を
総
括
す
る
場
合
の
ウ
エ
イ
ト
を
得
る
た
め
で
あ
る
。

　
策
気
調
奄
法
の
質
問
の
仕
方
を
知
る
た
め
に
工
業
用
の
調
本
且
票
の
例
を
示
す
と
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。

調
擁
門
　
策
誘
簑
篇
。
…
舞
全
体
の
概
讐
得
る
た
め
に
工
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
の
三
大
部
門
を
調
査
の
対
象

と
し
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
李
妖
気
上
墨
焦
門
孟
び
、
次
に
各
締
に
対
し
て
十
分
代
表
的
で
あ
る
仰
…
が
調
査
の
簾
上

の
填
諦
を
考
慮
し
て
若
干
づ
つ
選
ば
れ
た
、
一
九
五
一
年
十
月
塊
在
で
は
、
二
一
工
業
部
門
か
ら
二
一
八
製
＾
、
二
二
卸
売
郁
門
か

ら
五
〇
内
、
…
、
一
六
小
売
椛
か
ら
三
詩
。
…
盃
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
調
燕
門
及
ぴ
押
…
の
策
は
調
蕪
果
の
価
値
を
簑

す
る
理
な
膿
で
あ
二
、
、
、
丁
窄
蕉
数
作
成
の
場
合
と
同
様
の
考
察
が
必
要
で
お
る
、
右
の
調
斑
模
で
は
多
く
の
茜
に

　
　
、
、
、
ユ
ン
ヘ
ン
．
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
五
三
一
）
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一
「
一
●

（
五
三
二
）

票査調のてしつに産生）すわらあでｙＸ（靴短用土紳衣一塘

ば

最
一

在

現
一構
□

のｙＸ

｝
｛

景布現庫在のｒ

□

　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
た
　
　
　
か
　
た
っ

　
　
　
っ
た
Ｘ
な
　
っ
か

　
品
た
あ
た
っ
品
少
　
お
多

い
製
し
で
し
な
製
に
で
に
２
月
Ｘ
数

爬
帥
鮒
糊
む
賞
蕪
咋
蜂

て
当
　
　
当
　
　
　
９
５
当
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

げ
７
．
　
　
７
ｂ
　
　
Ｂ
１

つを印
×に
展
の
発

も
の
る
月
す
１
当
年

該
５
２

　
１
９
　
る

たし事従に産生の

入
１
る

込
一
す

見
一
事

宥

発
一
に
の
産
月
生
３
の，
ｙ
を
で
な
で
７
で
い
る
品

＝
　
馬
　
コ

ロ
　
ロ
鮭
□

□
汀
■
；
醐
□

“
讐
号
篶
肋
；
う

あ
い
あ
の
あ
で
イ
ド
、
Ｘ
ろ
ろ
ろ
問

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ
あ
質

す
さ
す
Ｘ
る
な
す
製
　
で
で
で
の

や
や
ら
の
め
め
限
の
分
る
じ
る
他

ふ
ふ
減
杜
高
高
制
杜
多
上
同
下
の

　
　
当
、
　
　
当
は
　
　
そ

２
　
　
　
　
　
３

期
は
斗
し

４
な
第
施
年
実

５
１
が

１
９
資
は
投

コ
濠

□
□
ザ

然
否
然
否
雛
□

ｕ
ｆ
不

／
０
０
■

下目

　
　
拡
に
め
　
期
半
　
　
　
う
は
，

　
　
を
め
た
　
半
四
　
ナ
　
ろ
力
。

　
　
力
た
の
　
四
４
　
ガ
」
　
あ
能
る

鮎
擁
靴
鳥
訂
谷
評
ぼ
一
孤
鵬
一

経
定
さ
生
張
合
に
年
５
１
り
ぼ
り
れ
の
れ
ほ
で
（
員

斗
叩
い
鵬
よ
ほ
よ
硫
誰
詳
ａ

．
＾
り

Ｃ

口
轍
口
埜
ロ
ロ
　
ロ
淋
　
□
帥

口
鰐
、
口
肋
□
に
口
紬
口
る
□
鮎

ジ
一
ジ
一
ジ
一
ギ
鳩
ザ
ギ
。
弧
。
一

舵
ポ
肌
狂
貨
従
匁
応
跳
籍
た
膝
ボ

２
）

　
格
　
価
　
売
　
販
□
帥

　
　
　
の

た
た
た
　
７

つ
つ
つ
　
Ｘ

か
あ
か
た
品

多
で
低
っ
製

り
じ
り
か
の

３

　
　
□

　
□
□

れ
た
け
っ
た

な
か
っ
た

し
な
あ
し

げ
ら
で
げ

労
い
し

び
て
事

及
つ
従

員
行
一
」

職
を
産

の
産
生

人
一
生
帥
一
の
岳
）

　
　
製
く
、

す
ｒ
は

対
ｘ
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
た
じ
下
は
り
様
様
り

荻
薫
榊
一
護
巧
同
滅
埜
石
原
需
そ
甜
御
制
汁
よ
つ
応
同
衰
棚
一
よ
同
よ
な
許
値
は
同
値
鳩
よ
同
同
よ

Ａ
１
　
　
　
２

３
ａ

３
ｂ
　
　
　
３
ｃ

４
ａ

４
ｂ

５

６
　
た
た

た
っ
っ
た

っ
か
か
っ

か
良
悪
か

良
に
に
悪



持
い
て
、
代
表
性
が
不
十
分
で
お
リ
、
こ
れ
の
改
善
が
緊
急
の
間
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
調
査
さ
れ
る
経
営
は
そ
の
大
き
さ
や
市
場
に
お
け
る
重
要
性
を
考
慮
し
て
選
択
さ
れ
、
一
九
五
一
年
秋
で
は
西
猿
全
体
に

わ
た
る
約
四
、
七
〇
〇
の
会
杜
が
こ
れ
に
。
参
加
し
て
い
る
。

　
実
地
調
査
　
　
　
景
気
調
査
法
は
企
業
者
に
１
回
答
を
求
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
消
費
調
査
や
意
見
調
査
の
場
合
の
よ
う
な
面
接
調

査
者
に
よ
る
他
計
方
式
は
不
適
当
で
あ
り
、
又
費
用
と
時
問
の
点
か
ら
も
調
査
票
の
郵
送
に
、
よ
る
白
計
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
調
査

票
は
エ
業
用
、
卸
売
業
用
、
小
売
業
用
の
三
種
類
が
あ
り
、
秘
密
保
持
の
点
か
ら
調
査
票
に
・
は
整
理
番
号
だ
げ
で
宛
名
、
署
名
は
記

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
調
査
票
の
回
答
は
被
調
査
者
の
任
意
で
あ
る
の
で
最
初
は
回
収
状
況
が
悪
か
っ
た
が
、
月
末
後
十
日
程
す
る
と
無
料
で
調
査
の
結

果
が
簡
潔
、
概
観
的
な
景
気
図
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
そ
れ
は
市
場
観
測
、
経
営
計
画
の
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

大
抵
の
経
営
は
規
則
的
に
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
調
査
結
果
の
整
理
　
　
　
調
査
票
が
回
収
さ
れ
る
と
個
々
の
賄
＾
、
各
く
の
郁
門
及
び
更
に
よ
り
大
き
な
経
済
部
門
に
お
け
る
発

険
傾
向
を
得
る
た
め
の
整
理
と
加
工
が
行
わ
れ
る
、

　
先
ず
商
舳
毎
に
各
調
査
努
項
に
っ
い
て
増
加
、
不
変
、
減
少
別
に
縦
常
を
桝
分
け
し
、
各
群
の
百
分
率
を
計
算
す
る
　
こ
の
場
く
。

個
々
の
経
営
は
工
業
調
査
の
場
合
に
は
当
該
製
品
の
生
座
に
従
箏
し
た
従
茉
者
の
数
に
よ
り
て
、
｛
業
調
介
の
場
く
。
に
は
そ
の
経
付

の
年
問
販
売
額
に
よ
っ
て
加
承
さ
れ
る
の
で
、
蝋
な
る
続
営
数
の
比
率
で
は
な
く
、
従
米
米
数
又
は
年
問
版
売
纐
を
ウ
エ
イ
ト
と
す

る
加
重
百
分
率
で
お
る
　
各
調
介
箏
項
の
敏
尉
変
動
は
大
な
り
小
な
り
従
茨
青
数
、
販
売
額
の
函
数
で
お
る
と
考
、
”
ん
得
る
た
め
に
、

調
査
の
段
陪
で
は
前
年
に
対
す
る
数
最
変
動
の
方
向
の
み
を
調
べ
る
策
気
調
介
法
は
、
弊
理
に
際
し
て
個
、
の
経
営
の
同
答
を
加
重

　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
し
一
　
（
人
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
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四
晋
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
或
る
程
度
そ
の
経
済
専
象
の
数
最
変
動
に
適
合
せ
し
め
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
｝
」
れ
が
景
気
調
査
の
結
呆
の
数
最
化
に
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
後

に
見
る
通
り
で
あ
る
。

　
次
に
個
々
の
商
品
の
多
様
な
発
展
傾
向
か
ら
よ
り
大
き
な
部
門
に
お
げ
る
有
力
な

発
展
傾
向
を
知
る
た
め
に
、
個
々
の
商
品
に
つ
い
て
の
結
果
を
そ
の
部
門
の
生
産
額

な
い
し
は
生
産
量
又
は
販
売
額
中
に
占
め
る
各
商
品
の
割
合
（
実
際
は
そ
れ
に
対
応

す
る
指
数
の
ウ
エ
イ
ト
が
用
い
ら
れ
る
）
を
ウ
エ
イ
ト
と
し
て
総
合
す
る
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
し
て
二
一
の
工
業
部
門
、
二
二
の
卸
売
部
門
、
ニ
ハ
の
小
売
部
門
並
に
資

本
財
、
消
費
財
、
消
費
財
卸
売
及
び
小
売
に
つ
い
て
総
合
結
果
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
整
理
、
加
工
に
際
し
て
は
多
く
の
計
算
作
業
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
九
五

一
年
秋
の
規
模
の
調
命
で
は
五
－
六
口
の
う
ち
に
約
六
万
回
の
計
算
が
行
わ
れ
て
い

る
。　

整
理
結
果
の
表
卑
－
保
気
図
　
　
　
整
理
が
す
む
と
そ
の
結
果
は
景
気
図

（
穴
・
邑
昌
写
胃
。
・
亘
晶
〇
一
）
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
、
策
気
図
は
数
字
や
曲
線
を
も
っ
て
お
ら

ず
、
色
と
面
検
と
簡
躯
な
文
句
で
舟
市
場
に
お
げ
る
発
展
傾
向
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ

り
、
二
灰
分
類
の
統
計
表
に
お
い
で
、
数
字
の
代
り
に
構
成
を
、
小
す
矩
形
図
表
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
、
（
第
一
閉
参
昭
一
）

図気景図一第

一
〇
二
　
　
（
五
三
四
）

一
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景
気
図
の
縦
の
欄
は
生
産
、
価
格
、
需
要
等
の
調
査
事
項
を
あ
ら
わ
し
、
左
側
の
は
過
去
の
事
実
で
あ
り
、
右
側
の
は
将
来
の
予

想
で
あ
る
。
そ
し
て
横
の
行
は
調
査
商
品
叉
は
部
門
を
あ
ら
わ
す
。
中
央
部
の
個
々
の
区
劃
即
ち
目
は
構
成
的
矩
形
図
表
で
あ
っ
て
、

回
答
経
営
中
前
月
に
対
し
て
増
加
（
在
庫
現
在
量
の
場
合
は
減
少
）
と
答
え
た
経
営
の
比
率
は
赤
色
の
面
積
で
、
減
少
（
在
庫
現
在
量

の
場
合
は
増
加
）
と
答
え
た
経
営
の
比
率
は
青
色
（
工
場
の
場
合
）
又
は
緑
色
（
商
業
の
場
合
）
の
面
積
で
、
又
不
変
の
経
営
の
比
率
は

白
色
の
面
積
で
そ
れ
そ
れ
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
更
に
目
の
中
に
は
「
一
部
増
加
」
「
大
体
不
変
」
「
非
常
に
減
退
」
等
統
一
的
な
用
語
で

簡
単
に
有
力
た
発
展
傾
向
が
記
入
さ
れ
る
。

　
景
気
図
の
利
用
の
仕
方
　
　
　
景
気
図
は
以
上
の
正
規
の
月
別
図
だ
げ
で
は
な
く
、
更
に
個
々
の
目
を
適
当
に
組
合
せ
、
再
編
成

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
殊
の
研
究
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

　
０
Ｄ
　
一
調
脊
廓
項
の
月
別
変
動
を
あ
ら
わ
す
年
問
景
気
図

こ
れ
は
正
規
の
県
気
図
と
表
側
（
左
端
の
見
出
欄
）
は
同
じ
で
あ
る
が
表
頭
（
上
端
の
見
出
行
）
に
は
月
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
い
わ
ぼ
毎
月
の
策
気
図
か
ら
特
定
の
調
査
噂
項
、
例
え
ぱ
販
売
価
格
の
欄
を
切
坂
り
月
の
順
に
列
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
・

よ
っ
て
各
商
品
（
又
は
部
門
）
の
一
年
問
に
ー
お
げ
る
版
売
価
格
の
変
動
傾
向
の
推
移
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
吻
　
一
商
品
（
又
は
部
門
）
の
月
別
変
動
を
あ
ら
わ
す
年
間
景
気
凶

今
度
は
正
規
の
妹
気
図
と
表
頭
が
同
じ
で
あ
っ
て
表
側
に
ー
月
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
毎
月
の
景
気
図
か
ら
一
商
品
（
又
は
部

門
）
の
行
を
切
取
り
月
の
順
に
列
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
１
よ
っ
て
そ
の
商
品
（
又
は
部
門
）
に
お
け
る
種
々
の
経
済
的
箏
項
の
変

動
傾
向
の
一
年
問
の
推
移
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

　
ゆ
種
々
の
市
場
段
階
の
発
展
傾
向
を
あ
ら
わ
す
尿
気
凶

　
　
ミ
ユ
ソ
ヘ
ソ
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
五
三
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
五
三
六
）

工
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
か
ら
比
較
可
能
な
商
品
（
又
は
部
門
）
を
坂
出
し
、
特
定
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
の
そ
れ
ら
の
結
果
を
市
場

に
お
け
る
取
引
段
階
の
順
に
上
か
ら
下
へ
列
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
更
に
、
例
え
ぼ
月
の
順
に
横
へ
列
べ
る
と
、
特
定
の
調

査
事
項
に
つ
い
て
の
種
々
の
市
場
段
階
に
お
げ
る
発
展
傾
向
の
推
移
の
相
互
関
連
の
概
観
が
得
ら
れ
る
、

　
（
１
）
　
こ
の
よ
う
な
経
営
に
対
す
る
調
査
結
果
の
有
用
さ
か
ら
、
景
気
調
査
の
回
答
に
は
意
識
的
た
虚
偽
の
回
答
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

　
　
唯
調
査
が
続
く
場
合
団
体
に
所
属
し
て
い
る
経
営
の
回
答
が
画
一
的
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（
峯
・
ヨ
８
Ｈ
轟
一
く
亭

　
　
■
目
箏
ｏ
ｑ
ｏ
ｏ
ざ
易
ｏ
｝
ｏ
目
ｏ
ｑ
一
穴
◎
邑
目
目
軍
目
具
易
け
目
目
ｏ
■
¢
勺
｝
ｏ
ｏ
ｏ
鼻
津
写
げ
艮
轟
胴
目
目
胴
巴
ｃ
ｏ
曽
－
ヰ
９
ユ
零
考
守
房
ｏ
ブ
ま
ａ
事
｛
０
Ｄ
ｃ
リ
ｏ
目
ｏ
ｏ
ｏ
｝
芝
昌
ざ
ブ
ｏ
箏

　
　
向
寿
ｏ
箏
暮
目
互
宕
艶
一
〇
〇
．
昌
参
照
）

三
、
景
気
調
査
の
数
姓
化

　
妖
気
調
査
法
は
坐
座
、
販
売
、
価
格
な
ど
に
っ
い
て
、
各
方
向
に
発
展
し
た
締
常
の
加
重
百
分
率
に
よ
っ
て
有
力
な
発
峻
似
向
を

あ
き
ら
か
に
す
る
だ
げ
で
あ
っ
て
そ
れ
の
量
的
発
展
は
述
べ
な
い
か
ら
、
絡
済
専
象
の
発
峻
の
大
き
さ
を
．
小
す
統
計
と
直
按
比
較
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
従
っ
て
す
ぐ
れ
て
数
鈷
的
な
絡
済
の
調
介
、
研
究
に
お
げ
る
景
気
調
介
法
の
認
漱
伽
仙
は
比
較
的
少
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
マ
ル
ク
ヴ
ァ
ル
ト
（
≠
峯
彗
｛
胃
隼
）
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
（
９
＞
ま
ｇ
。
し
昌
盲
ｐ
）
の
研
究
の
結
茱
、
一
症

の
仮
定
の
下
に
累
積
原
理
と
柵
閑
計
算
を
州
い
て
批
気
調
査
の
結
果
を
統
計
と
比
校
す
る
の
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ

っ
て
祭
気
調
査
の
結
果
は
最
的
発
腿
を
．
小
す
系
列
に
変
換
さ
れ
、
父
統
計
の
丁
測
灼
推
狐
に
祈
し
い
処
礎
を
ケ
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
し
以
下
こ
の
景
気
調
企
の
数
壮
化
の
町
能
性
と
方
法
と
を
説
閉
し
、
父
そ
の
成
火
の
一
蝪
を
納
介
し
て
数
虹
化
の
特

徴
を
あ
き
ら
か
次
ら
し
め
よ
う
、



　
１
　
景
気
調
査
の
数
量
化
の
基
礎

　
景
気
調
査
法
は
一
定
数
の
経
営
を
対
象
と
し
て
、
或
る
経
済
変
盟
（
生
産
、
価
格
、
販
売
額
山
寺
）
刎
が
前
期
に
比
べ
て
今
期
は
同
じ

で
あ
っ
た
か
、
増
加
し
た
か
そ
れ
と
も
減
少
し
た
か
を
尋
ね
る
の
で
あ
っ
て
、
刎
の
値
そ
の
も
の
は
調
査
し
な
い
の
で
あ
る
、
そ
し

て
景
気
調
査
法
は
標
本
調
査
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
調
査
経
営
の
選
択
は
策
気
調
査
法
が
十
分
な
代
表
性
を
も
ち
得
る
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
と
仮
定
し
、
そ
の
代
表
性
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
す
る
し
即
ち
、
個
々
の
経
営
（
又
は
商
品
、
都
門
）

の
変
量
刎
の
ウ
ニ
ィ
ト
（
従
業
者
数
、
販
売
額
、
純
生
産
額
等
）
を
ワ
で
あ
ら
わ
す
と
、
景
気
調
査
法
の
対
象
（
即
ち
標
本
）
に
お
げ
る

変
簑
の
加
重
算
術
平
均
〒
〃
｛
と
、
こ
れ
と
同
じ
変
量
の
平
均
的
衝
対
的
変
動
を
測
定
す
る
統
計
鵯
度
数
一
例
え
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ミ

指
数
）
１
と
の
問
に
は
次
の
関
係
が
成
立
す
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
」
　
　
　
　
（
一
）

　
　
　
　
　
　
、
１
１
沖
ミ
ー
１
沖
仁
ミ
§
批
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
、

但
し
尾
は
時
閉
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
こ
っ
ま
り
策
気
調
査
標
本
の
加
重
平
均
が
統
計
的
測
度
数
に
比
例
す
る
と
仮
定
す
る
の

で
あ
る
。

　
さ
て
婦
気
調
査
法
は
変
量
刎
が
蛸
加
、
減
少
な
い
し
は
不
変
で
あ
っ
た
経
営
の
比
率
の
み
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
か
ら
、
策
気
調

食
の
結
果
と
統
計
と
の
関
係
を
知
る
た
め
に
は
、
こ
の
変
最
刎
の
平
均
と
経
営
の
比
卒
と
の
閑
係
を
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
今
第
一
調
査
期
問
の
回
答
経
営
に
つ
い
て
、
祢
棚
の
平
均
仮
を

　
　
　
　
　
　
員
１
１
〃
、
、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
）
　
　
　
　
　
　
ｏ
・
　
　
　
ｊ

と
仮
定
す
る
、
．
そ
し
て
そ
れ
ら
の
経
営
の
枕
期
の
仇
の
う
ち
、
第
一
期
に
お
い
て
・
わ
Ｎ
し
で
よ
、
た
も
の
を
．
．
〃
　
篤
一
撫
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
十

て
は
増
加
し
た
も
の
を
・
肌
、
そ
の
第
一
期
の
蛸
分
を
ん
（
従
り
て
第
一
期
の
伏
は
ミ
十
＞
§
）
、
第
一
期
に
は
減
少
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
五
三
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
五
三
八
）

　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

を
．
刎
、
そ
の
減
少
分
を
．
舳
（
従
っ
て
節
一
期
の
値
は
葦
；
＞
§
）
で
あ
ら
わ
し
、
又
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
エ
イ
ト
を
一
伽
・
伽
一
伽
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

あ
ら
わ
す
と
、
第
一
期
の
算
術
平
均
は
次
の
よ
う
に
な
る
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
上
－
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
；
§
ｏ
＋
】
§
（
§
ｏ
＋
＞
§
ｏ
）
十
】
書
（
§
ｏ
Ｉ
＞
§
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
ミ
ー
１
－
ｉ
－
－
－
－
－
－
－
－
－
…
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
＋
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
｝
ｏ
＋
】
§
十
】
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
　
　
　
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
１
Ｅ
ざ
音
－
与
き
ト
化
昏
ミ
■
卜
些
ト
ミ
「
導
乍
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
§
十
】
書
十
】
§

と
こ
ろ
が
先
の
規
定
か
ら
分
子
の
小
括
弧
内
の
値
は
】
書
§
。
に
等
し
く
、
又
分
母
は
】
書
に
等
し
い
か
ら
、
吻
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
き
＞
き
】
ミ
＞
§

　
　
　
　
　
　
ミ
ー
１
量
十
　
づ
　
　
１
、
．
〈
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
．
§
　
　
　
　
卜
書

　
そ
し
て
倒
式
の
右
辺
第
二
項
は
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
”
書
少
３
－
】
き
＞
６
－

　
　
　
　
　
　
　
■
．
一
　
　
　
－
　
　
　
　
十
　
　
　
／
■

　
　
　
　
　
　
　
ト
ミ
ｏ
　
　
　
　
　
　
イ
一
　
　
　
ト
、
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
§
孝
戸
パ
、
、
戸
斗
－
、
・
染
－
§

　
　
　
　
・
舳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

こ
の
場
合
　
・
は
策
一
期
に
お
け
る
増
分
、
肋
の
加
重
算
術
平
均
で
あ
っ
て
、
生
産
の
場
合
で
い
う
と
第
一
期
に
生
産
が
増
加
し
た

　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

経
営
に
お
け
る
従
業
者
一
人
当
り
の
牛
産
蛸
分
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
仙
は
景
気
調
査
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
坤
加
経
営



の
比
率
で
あ
る
。
又
倒
式
の
右
辺
第
三
項
は

　
　
　
　
　
ヒ
一
§
＞
ミ
；
ヒ
§
＞
§
３
】
ミ

　
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
／
」

　
　
　
　
　
　
卜
．
書
　
　
　
仁
い
、
０
　
し
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
〃
言
ｋ
ば
１
１
＞
ぎ
　
　
づ
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
一
少
予
戸
　
掌
　
　
。
、
。
、
ｇ
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

と
書
げ
、
こ
こ
に
．
〃
は
第
一
期
に
お
げ
る
減
少
分
．
刎
の
加
重
算
術
平
均
、
例
え
ぱ
第
一
期
に
生
産
が
減
少
し
た
経
営
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

従
業
者
一
人
当
り
の
生
産
減
少
分
を
意
味
し
、
篶
は
減
少
経
営
の
比
率
で
あ
る
。

　
か
く
て
倒
式
は
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ト
ミ
ー
ド
戸
虐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ら
）

　
　
　
　
ミ
ー
ミ
十
一
８
　
　
Ｈ
８

こ
れ
と
同
様
に
し
て
第
二
期
、
第
三
期
、
…
…
第
勿
期
に
っ
い
て
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
ヒ
ミ
ー
ｓ
ケ
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
）

　
　
　
　
ミ
ー
ー
ミ
十
■
８
　
　
Ｈ
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
戸
ミ
ー
｝
ど
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
）

　
　
　
　
貫
１
１
き
十
．
Ｈ
８
　
　
；
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
３
＞
３
ミ
い
　
ｓ
一
＞
３
§

　
　
　
　
員
－
鼻
ユ
十
．
■
ｏ
９
．
、
１
…
ぎ
９
．

　
　
ミ
ュ
ソ
ヘ
ソ
．
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
五
三
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
五
四
〇
）

そ
し
て
ゆ
式
を
働
式
に
代
入
し
、
そ
の
結
果
を
更
に
ゆ
式
に
代
入
し
、
以
下
同
様
に
行
う
と

　
　
　
　
千
苧
キ
多
ぎ
§
包
一
↓
言
多
十
多
邑
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
貫
、
ミ
十
宇
一
§
、
・
許
十
§
、
ぎ
、
婁
、
・
纈
を
、
Ｈ
｝
９
一
ぎ
、
ぎ
十
ｓ
、
ぎ
十
ｓ
、
し
・
邑
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ご

　
　
　
　
鼻
１
１
貫
十
－
Ｈ
苧
一
§
ど
串
十
§
＞
ぎ
十
…
…
十
婁
〉
￥
一
１
－
ゴ
一
Ｓ
＞
ぎ
十
Ｓ
＞
ぎ
十
…
－
十
茅
ヒ
邑
一
、

　
今

　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
÷
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
讐
い
い
り
い
－
∴
い
一
い
Ｈ
讐
　
　
　
　
　
　
　
…

と
仮
定
す
る
と
、
即
ち
生
産
の
場
合
で
い
う
と
、
生
産
増
加
（
又
は
減
少
）
経
営
に
お
付
る
従
業
者
一
人
当
り
の
生
膿
増
分
（
又
は
減

少
）
分
が
第
一
期
か
ら
第
〃
期
ま
で
一
定
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
の
及
び
｝
っ
式
は
次
の
よ
う
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
§
　
　
　
＞
§

　
　
　
　
ミ
Ｈ
ミ
十
　
　
　
ミ
一
－
；
　
ｅ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
］
．
ｃ
（
）
　
　
　
］
１
（
）
（
け

　
　
　
　
ミ
一
Ｈ
ミ
十
＞
§
（
§
十
ミ
）
１
＞
、
、
い
（
ｓ
＋
ｓ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
］
１
（
）
（
）
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｏ
（
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
十

　
　
　
　
集
Ｈ
臭
十
レ
、
〈
§
十
§
十
§
一
ｉ
＞
、
“
。
（
ミ
十
享
十
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
８
　
　
　
　
　
　
Ｈ
８



｝

か
く
て
一
般
に

　
　
　
　
　
ｉ
う
亨
「
菅
　
、
　
　
　
　
（
。
）

で
あ
∴
為
窪
一
対
象
に
写
一
募
一
算
術
平
均
蓉
一
比
率
一
函
数
と
し
て
規
ゼ
す
る
一
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
、

そ
こ
で
ｃ
ｏ
式
あ
式
と
か
ら
景
気
調
窪
に
よ
る
経
営
の
比
率
と
統
計
的
測
度
数
と
の
関
係
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
、
万
－
、
い
沖
ミ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
圭
十
毒
咋
・
－
芥
昔
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

簡
単
の
た
め
二
干
・
棄
↓
沖
斐
、
、
。
と
置
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
ｏ
）

　
　
　
　
　
卜
々
ト
、
Ｈ
§
ま
】
§
よ
】
ｓ

そ
し
て
若
し

　
　
　
　
　
　
十
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
＞
§
ｎ
＞
§

雀
ば
・
即
ち
崖
の
場
合
で
い
う
と
、
従
讐
一
人
当
り
の
走
変
黎
が
頒
に
お
い
て
も
減
少
に
お
い
て
も
一
定
で
あ
る
と

仮
定
し
得
る
時
は
、
サ
Ｈ
ｏ
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｓ
）

　
　
　
　
　
－
々
－
、
Ｈ
§
吉
】
一
§
↓
し

差
る
，
こ
こ
ふ
亨
篇
加
箪
減
少
経
営
の
比
率
の
累
積
値
で
、
り
、
。
（
ミ
、
．
ミ
、
）
は
各
期
の
蛸
｝
｝
常
の
比
率
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
●
九
　
（
．
斤
凸
一
）

　
　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
五
四
二
）

減
少
経
営
の
比
率
と
の
差
引
残
高
（
○
ｏ
。
巨
。
）
の
累
積
値
で
あ
る
。

　
か
く
て
○
り
式
と
ゆ
式
の
二
つ
の
仮
定
に
基
い
て
統
計
的
測
度
数
は
景
気
調
査
法
に
よ
る
経
営
比
率
の
累
積
値
の
一
次
函
数
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
、
皿
そ
し
て
更
に
¢
っ
式
が
妥
当
す
る
時
は
景
気
調
査
の
累
積
残
高
系
列
は
、
例
え
ぼ
そ
れ
が
上
昇
を
続
げ

る
時
は
、
唯
に
月
々
ウ
エ
イ
ト
に
関
し
て
大
き
な
部
分
の
経
営
に
お
い
て
経
済
変
量
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
げ
で
は

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

な
く
　
更
に
そ
の
変
量
の
全
体
の
値
が
前
月
よ
り
も
増
大
し
て
行
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
関
係
が
実
際
に
成
立
す
る
た
め
に
は
○
ｏ
式
及
び
働
式
の
仮
定
が
現
実
に
妥
当
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
先
Ｔ
ｏ
式
の

景
気
調
査
経
営
に
お
げ
る
加
重
算
術
平
均
と
統
計
的
測
度
数
と
の
比
例
の
仮
定
は
、
景
気
調
査
法
の
設
計
が
十
分
な
代
表
性
を
確
保

し
、
叉
実
際
の
回
答
も
そ
れ
を
害
し
な
い
程
度
に
得
ら
れ
て
お
り
、
他
方
統
計
的
測
度
数
も
算
式
の
歪
み
が
少
く
十
分
な
代
表
性
を

も
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
ほ
ぽ
満
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
工
業
生
産
、
小
売
販
売
額
等
の
大
き
な
領
域
の
総
合
結
果
に
つ

い
て
は
、
景
気
調
査
法
は
統
計
的
測
数
度
の
ウ
エ
イ
ト
を
利
用
す
る
た
め
よ
り
良
く
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
、
、

　
次
に
ゆ
式
の
堀
加
（
又
は
減
少
）
終
営
に
お
け
る
増
分
（
又
は
減
少
分
）
の
加
重
算
術
平
均
が
一
定
の
仮
定
は
、
必
ず
し
も
数
学
的
に

正
確
に
妥
当
す
る
こ
と
は
必
婁
で
な
く
唯
近
似
的
に
成
立
す
れ
ぱ
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
し
若
し
働
式
が
完
全
に
妥
当
す
る
な
ら
ぱ
■

が
１
に
一
致
し
、
こ
れ
が
近
似
的
に
成
一
、
子
る
時
は
両
者
は
乖
離
す
る
の
で
あ
る
、
そ
し
て
各
期
の
坤
分
（
又
は
減
少
分
）
の
加
重
平

均
仇
が
そ
れ
ら
に
共
逝
の
水
卒
の
州
り
に
偶
然
舳
に
変
幼
し
そ
の
変
動
の
程
度
が
小
さ
い
租
、
一
般
に
■
は
１
に
よ
り
按
近
す
る
の

で
あ
る
　
と
二
ろ
で
こ
の
よ
う
な
州
分
（
父
は
減
少
分
）
の
加
重
平
均
が
ほ
ぽ
一
定
で
あ
る
こ
と
は
、
ウ
ェ
イ
ト
の
従
業
者
数
や
販
売

額
の
大
き
い
絡
常
は
そ
れ
の
小
さ
い
経
常
よ
り
も
概
し
て
よ
り
多
く
生
座
な
い
し
は
版
売
し
、
又
伽
格
形
成
に
よ
り
大
き
な
形
響
を

及
ぽ
す
て
七
の
ろ
う
か
ら
、
調
介
維
営
の
数
が
あ
ま
り
少
く
な
い
時
は
実
際
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
史
に
調
査
維
営
の
数
が
多

“



い
程
よ
り
安
定
的
で
あ
る
と
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
こ
の
場
合
長
い
期
問
に
お
い
て
は
こ
の
加
重
平
均
は
一
定
の
変
動
傾
向
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
の
ほ
ぼ

一
定
の
仮
定
は
期
問
が
短
い
程
よ
り
良
く
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
注
意
し
た
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
例
え
ぱ
工
業
生
産
の
場
合
、

経
営
の
合
理
化
に
よ
っ
て
一
人
当
り
生
産
量
が
増
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
般
に
平
均
に
は
月
々
緩
慢
に

現
れ
る
た
め
に
、
短
い
期
問
に
お
い
て
は
倒
式
の
近
似
的
な
成
立
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
由
か
ら
ア
ソ
ダ
ー
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ソ
は
景
気
調
査
の
数
量
化
を
十
ニ
カ
月
と
い
う
短
い
期
間
に
基
い
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
ゆ
式
が
確
率
的
に
妥
当
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
景
気
調
査
の
累
積
比
率
と
統
計
的
測
度
数
と
の
問
に
は
一
義
的
な

函
数
関
係
で
は
な
し
に
相
関
々
係
が
成
立
し
、
従
っ
て
¢
Ｏ
式
又
は
＠
式
の
■
は
そ
れ
に
当
嵌
め
ら
れ
た
回
帰
直
線
と
し
て
求
め
ら
れ
、

こ
れ
を
数
量
化
さ
れ
た
景
気
調
査
（
｛
竃
毒
亭
ま
穴
弓
）
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
回
帰
線
■
の
周
り
の
統
計
値
１
の
標
準
偏
差

工
“
？
は
醐
係
数
壬
↓
萬
二
。
－
峠
、
、
”
、
、
｝
、
に
よ
つ
て
両
者
の
一
致
の
程
度
を
測
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
２
　
統
計
と
の
比
較

　
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
は
見
凧
気
調
査
の
累
秩
比
率
の
系
列
と
そ
れ
に
対
応
す
る
統
計
的
測
度
数
の
系
列
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

唯
に
実
際
の
発
展
に
っ
い
て
の
累
籏
系
列
だ
け
で
は
な
く
更
に
１
将
来
の
予
想
に
つ
い
て
の
累
秩
系
列
に
お
い
て
も
、
両
者
の
経
過
は

非
常
に
良
く
一
致
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
、
次
に
景
気
調
査
の
数
毘
化
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
、
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
工
茱
生
産
及
び
工
業
生
産
者
価
格
に
つ
い
て
の
比
較
め
実
際
を
説
明
し
よ
う
、

　
○
ｏ
　
工
業
生
座
に
つ
い
て
の
比
較
、
向
実
際
の
党
腿
の
場
合
　
　
　
第
二
表
の
ｏ
ｏ
！
ゆ
欄
は
一
九
五
〇
年
一
月
か
ら
翌
五
一
年
ニ

　
　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
圧
四
、
一
一
）



数指産牛業工と展発の産生業工るよに査調気最表二獅

立
命
館
経
済
学

）
直
　
　
　
　
６
６

一
）
イ

　
、
ノ
　
　
　
　
ｏ
ｏ
　
５

数
出
け
一
岨
肘

指
算
、
、
　
、
１

移
値
　
　
　
２
６

月
烏
一
１
・
加

カ
平
ツ
．

二
動

（
第
六
巻
・
第
四
号
）

７９
「
ユ
０１

３０

１
・

１１

０３

５
．

１１

４６Ｌ

つ
＾

１

０１１

４１１

７１１

５１１

８８

８
・

２１９１１

３１

６
・

３１

９
】

３１
１
↓
　
２

２
２

り
＾
　
（
ｏ

４
　
　
４

１
↓
　
　
１
■

４
　
　
り
０

４
　
　
Ｆ
ｏ

１
上
　
　
１
■

３０

８
．

４１４５１

２６

０
．

５１８４１

４０

２
．

５１
１１５１

産
数
生
５
－

業
（

工
指高

残
　
）

積
五
伜

累

９
９

５０１

７０１

２１１

６１１

７１１

３１１

４２１

０４１

８４１

８５１

０５１
抄

６４１
〃

５５１
ｐ

２
　
　
ｏ
ソ

２
６

３
７

７
６

９０１

８５１

４１２

０７２

７１３

８４３

２６３

２８３

３９３

高
例

、
Ｆ
ト

残
¢
け

２
　
７
　
７
　
１
　
９
　
３

　
　
　
１
　
　
１
　
　
ｎ
ｏ
　
ｏ
ｏ

４
　
７
　
３
　
６
　
６
　
７

一
り
＾
　
１
１
　
１
１
　
１
・
一

　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一

２
　
　
４
　
　
０
　
７
　
５
　
０

２
　
２
　
３
　
２
　
４
　
４

４
９

５
６

５
６

４
７

１３

１
４

２
０

ｕ

営
率
経
ヒ
ー

少
上
～

滅
の
鴬
砕
継
ヒ
ー

口
上
に

力
堆
の

月

　
．
に
－

４

１

０
．

５９１
２
　
　
つ
リ

４
　
　
５

３２５

”
ｏ
　
７

２８５

２
－

８５

８
　
９

５
‘

２５
１
０

９‘
０４ｕ

４１
ｉ

８２
１
２

４１
－

４３１

１
．
Ｆ
ｏ
９１

４１
一

５２

、
ノ

成作りよ１録付庫
‘‘

（１
・
１ｔＳ

■
１ｔａｔＳｄｎｕｔＳｅｔｒｕｔｋｎｕ

．
］ｎＯＫ”

，

肌加ｎ
ＯＳｒｅｄｎＡ

０
．（

の群各を数指分部の群業工
２
の祝

いてれ

幸
困

合に査調気景
よ
、

“
一

数指産生業工屯
当目働労」

、てしと０
１
０を年

３
６

１
９、てつあでのもたし合総Ｋ肌

アをトイニウ

○

すわらあを字数定暫は力
○るいてし定ｕ狽を動変リ牙月の巌生

り

　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
五
四
四
）

月
ま
で
の
、
景
気
調
査
に
よ
る
工
業
生
産
の
前
月

に
対
す
る
発
展
の
結
果
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
ゆ

欄
の
数
字
は
働
欄
の
増
加
経
営
と
減
少
経
営
の
比

　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

率
の
差
引
残
高
を
十
ト
を
出
発
点
と
し
て
累
積
し

た
累
稜
残
高
で
あ
る
。
又
伺
欄
は
連
邦
統
計
局
の

工
業
乍
康
指
数
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
今
両
者
の
経
過
を
比
較
す
る
に
当
っ
て
、
景
気

調
査
法
と
生
産
指
数
と
は
調
査
の
仕
方
の
梢
違
か

ら
多
少
異
っ
た
生
産
の
発
展
を
把
握
し
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
策
気

調
査
法
は
企
業
者
の
印
象
を
通
じ
て
一
ガ
働
日
に
お

げ
る
牛
産
活
動
（
川
ち
生
産
の
旦
爪
気
的
強
度
）
の
変

化
を
把
握
す
る
（
第
一
表
Ａ
３
ａ
参
照
）
の
に
対
し
て
、

生
産
指
数
は
経
営
の
記
録
に
よ
っ
て
そ
の
月
中
に

仕
上
げ
ら
れ
た
製
舳
の
一
労
働
］
当
り
の
大
き
さ

（
即
ち
完
成
品
の
最
）
の
変
動
を
測
定
す
る
の
で
あ

る
　
故
に
炊
（
刈
調
食
の
結
呆
と
生
産
指
数
と
の
閉



に
は
多
少
の
ラ
ヅ
グ
が
存
在
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
は
開
始
さ
れ
た
生
産
過
程
が
そ
の
月
中
に
終
了
し
な
い
場
合
に
は
特
に

顕
著
で
あ
ろ
う
二
更
に
そ
の
た
め
に
景
気
調
査
の
結
果
に
は
正
常
な
休
業
、
定
期
の
修
理
作
業
等
に
よ
る
月
々
の
生
産
の
変
動
即
ち

季
節
変
動
は
少
く
、
　
　
生
産
指
数
は
こ
れ
を
顕
著
に
あ
ら
わ
す
　
　
又
企
業
者
に
と
っ
て
そ
の
動
き
が
余
り
重
要
で
な
い
限
り
一

般
に
景
気
調
査
法
は
上
下
の
小
変
動
に
は
反
応
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
更
に
不
規
則
変
動
を
も
免
れ
て
お
り
、
か
く
て
景
気
調
査
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

は
生
産
指
数
よ
り
も
景
気
的
要
素
に
よ
り
良
く
反
応
し
、
よ
り
純
粋
の
景
気
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
る
こ
と
が
き
る
。
も
っ
と
も
企
業

者
に
と
っ
て
景
気
的
変
動
と
季
節
的
変
動
と
を
明
確
に
区
別
す
る
基
準
が
な
い
か
ら
、
景
気
調
査
法
も
季
節
変
動
を
含
む
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
今
述
べ
た
理
由
か
ら
生
産
指
数
に
比
べ
て
非
常
に
微
弱
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
の
場
合
工
業
生
産
指
数
の
ラ
ッ
グ
は
そ
れ
の
二
ヵ
月
移
動
平
均
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
ぎ
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
移

動
平
均
値
（
ゆ
欄
）
と
累
積
残
高
（
ゆ
欄
）
と
が
比
較
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
両
者
の
間
に
は
相
関
係
数
、
１
１
＋
９
り
８
と
い
う
非
常
に
密

接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
に
当
嵌
め
ら
れ
た
一
次
の
回
帰
方
程
式

　
　
　
　
　
ｋ
，
１
１
９
お
べ
十
Ｈ
昌
～
◎

に
累
積
残
高
を
代
入
し
て
算
出
し
た
指
数
の
値
（
ｃ
つ
欄
）
を
、
経
過
図
表
に
描
い
て
工
業
生
産
指
数
並
に
そ
れ
の
ニ
カ
月
移
動
平
均
値

と
比
較
す
る
と
、
後
者
は
何
れ
も
不
規
則
変
動
や
季
節
変
動
を
示
す
の
に
対
し
て
、
、
景
気
調
査
に
よ
る
算
定
指
数
は
滑
ら
か
な
経
過

を
示
し
、
工
業
生
産
指
数
の
傾
。
向
従
っ
て
よ
り
純
粋
の
景
気
を
あ
ら
わ
す
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

向
　
将
来
の
予
想
の
場
合
　
　
　
第
三
表
の
ゆ
欄
は
景
気
調
査
に
よ
る
工
業
生
産
の
予
想
の
累
稜
残
高
で
あ
り
（
但
し
、
次
に
述

べ
る
理
由
か
ら
一
カ
月
遅
ら
し
て
書
か
れ
て
い
る
）
ゆ
欄
は
連
邦
統
計
局
の
工
業
生
産
指
数
の
ニ
カ
月
移
動
平
均
値
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
景
気
調
査
の
将
来
の
予
想
は
工
業
に
お
い
て
は
翌
月
と
翌
々
月
の
二
ヵ
月
に
関
す
る
予
想
で
あ
っ
て
、
例
え
ぱ
一
月

　
　
、
、
、
ユ
ン
ヘ
ン
．
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
五
四
五
）



数指産生業工と想予の産生業工るよに査調気景表二第

立
命
館
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済
学
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第
六
巻
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四
号
）
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直
　
一

〇
イ
）
一

　
　
７
一

数
出
“

指
算
ツ

移
値
月
均
側

カ
平
ツ

ニ
動

産
数
生
５
－

業
　
（

工
指高

残
　
）

積
。
律

累
』

高
　
２
－

　
＝
↓

残
倒
ｏ
Ｕ

営
率燃
楊

減
の
菖
率

聡
比
ｏ
い

棚
の

　
月

　
’
二
　
勾

．
儀
撚
一
搬
撚

一
ｍ
蝸
ｍ
山
皿
蝸
ｍ
醐
則
蝸
刷
螂
捌

１
１
１
！
１
■
－
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１
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－
１
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｛

－
１

・
。
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ｍ
ｍ
閉
皿
ｍ
脳
則
閉
醐
刷
螂
蝸

ｐ
　
ｐ
　
ｐ

；
脳
蛎
山
醐
蝸
舳
湖
獅
鮒
湖
胴
ｗ

１
一
＝
…
　
　
　
　
　
　
　
　
！

１

１
｝
一

’
１
１
１
■
！
　
　
　
　
　
一
　
　
ヨ
一
；
≠
　
　
　
　
■
■
　
　
■
一
一
　
－
－
！
＝
－
　
↓
■
　
　
－
　
　
ｉ

３
１
３
３
３
１
１
９
２
５
３
６
４
１
４
７
４
２
３
２
２
１
１
８
２
１
２
６

７
８
７
８
６
１
１
１
２
６
６
１
０
１
０
６

一
一

一
一

一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
、

「
　
１

３
８
４
１
３
８
２
７
３
１
３
７
４
２
４
８
４
４
３
８
２
７
２
８
３
１
３
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
０
ｕ
１
２
・
１
２

０
５

１
５

９
１

９
１

成作りよ２録附ｋｔＳｔａｔＳｄｎｕｔＳｅｔｒｕｋｏｕｎＯＫｍ加ｏｎ閑此^
。

０
・
照
（
参
　
注
　
表
　
二
　
第
　
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
五
四
六
）

の
調
査
に
は
二
月
、
三
月
の
生
産
の
予
想
が
答
え
ら
れ
る

か
ら
、
一
月
の
累
積
残
高
は
何
月
の
生
産
指
数
と
比
較
す

れ
ぱ
よ
い
か
が
問
題
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
準
備
研
究
の
結

果
将
来
の
予
想
は
主
と
し
て
翌
月
に
１
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
一
月
の
予
想
累
積
残
高
を
二
月

の
生
産
指
数
と
対
比
す
る
と
い
う
や
う
方
で
両
者
の
，
比
較

が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
相
関
係
数
、
ｕ
＋
ｏ
．
り
記
が
得
ら
れ
、
こ
れ

に
当
嵌
め
ら
れ
た
回
帰
方
程
式

　
　
　
　
　
　
ｋ
，
１
ｌ
ｏ
．
５
べ
十
り
蜆
．
昌

に
生
産
予
想
の
累
積
残
高
を
代
入
し
て
算
出
し
た
指
数
の

値
（
¢
つ
欄
）
は
、
実
際
の
発
展
の
累
積
残
高
か
ら
求
め
た
値

（
第
二
表
ｃ
っ
欄
）
と
ほ
ん
の
少
し
し
か
違
わ
ず
、
同
様
に
生

産
指
数
の
傾
向
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
景

気
調
査
の
予
柵
心
さ
れ
た
発
展
が
後
で
確
定
さ
れ
た
発
展
と

一
致
す
る
こ
と
は
、
景
気
予
測
上
注
目
す
ぺ
き
事
柄
で
あ

る



　
四
　
工
業
生
産
者
価
格
に
つ
い
て
の
比
較
　
向
実
際

の
発
展
の
場
合
　
　
　
第
四
表
Ａ
の
ゆ
欄
は
一
九
五
〇

年
一
月
か
ら
翌
五
一
年
一
月
ま
で
の
景
気
調
査
に
よ
る

工
業
生
産
者
価
格
の
前
月
に
対
す
る
発
展
の
累
積
残
高

　
　
　
　
（
５
）

（
但
し
、
十
お
ｏ
ｏ
を
出
発
点
と
し
て
累
積
さ
れ
て
い
る
）

で
あ
り
、
働
欄
は
連
邦
統
計
局
の
工
業
生
産
者
物
価
指

数
で
あ
る
、

　
価
格
の
場
合
は
生
産
の
場
合
の
よ
う
な
ラ
ッ
グ
の
間

題
は
な
い
か
ら
、
直
接
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
相
関
係
数
は
、
Ｈ
＋
９
胃
Ｈ
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
当
嵌
め
ら
れ
た
回
帰
方
程
式

　
　
　
　
　
、
、
１
１
◎
．
旨
べ
十
Ｈ
事
ｂ
仁

か
ら
算
出
し
た
指
数
の
仇
（
ゆ
欄
）
を
経
過
図
表
に
描
い

て
実
際
の
仇
と
比
較
す
る
と
、
一
般
に
相
当
良
く
一
致

し
て
い
る
が
、
曲
線
が
上
昇
す
る
（
即
ち
物
価
が
騰
貴

す
る
）
場
合
の
方
が
両
者
の
一
致
の
程
度
は
よ
り
完
全

で
あ
る
、

　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）

数指価物者産生業工
と
　
Ｂ
展発の格価者産生業工るよに査調気策表四

Ａ
第

の
値
ｏ

警
刈
指
算

生
物
数
９
）

業
者
指
イ

エ
産
価

経
累
８
－

貴
の
値
パ

騰
営
積

経
黒
．
－

落
の
値
け

下
営
漬
北

雛
岬
醐
蝸
蝸
醐
ｍ
胴
ｍ
ｍ
峨
蝸
醐
醐
脳

指
算

１

生
物
数
）
一
２

　
　
５

業
者
指
刈
１
８

工
産
価
■
■

積
高
４
）
．

累
残
！

高
　
２
－残
ね
、
二
二
二

経
比
落
の
下
営
率

）２（

縞
比
貴
の
騰
営
率
）
．

１

（
一

月年

７
０
２
２
８
８
０
０
２
６
３
４
９

０
１
０
９
９
１
１
４
５
３
２
１
９

２
一
－
一
〇
一
８
一
７
一
７
一
８
一
０
４
７
１
６
３
８
８
８
７
７
７
７
８
８
８
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

１
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
－
ｉ
ｉ
ｌ

－
　
　
　
　
　
　
－
　
　
；
一
　
■
…
；

一
一
　
　
　
ｉ
Ｉ
　
’
　
　
　
　
ヨ
　
　
■
　
－
　
－
「
　
■
－
－
－
　
　
　
一
　
　
■
－
－
■
　
　
　
　
　
－
－

２
１
０
９
８
８
９
０
５
７
９
５
６
８
８
８
７
７
７
７
８
８
８
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

！
’
！
『

９
１
６
１
９
２
１
２
３
２
４
３
５
５
５
８
９
１
３
４
５
８
５
４
９

１
・
一
１
１
１
・
一
９
＾

１
－
１
１
１

｛
１
１
　
　
　
　
－
■
■
－
一
；
１
一
－
　
■
１
■
一
ｉ
１
－
１
一
－
「
■
　
　
－
」

７
１
８
３
５
２
０
３
４
６
７
７
７
３
７
９
２
４
６
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
６
３
０
８
６
６
８
２
５
９
４
２
８
８
８
８
７
７
７
７
８
８
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

；
－
；
１

１
■
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
－
，
１
’
’
１
』
　
　
　
　
　
　
１
；
　
　
　
　
－
　
　
一
『

’
，
；
ヨ
『
『
■
■

２
１
０
９
８
８
９
０
５
７
９
５
６

８
８
８
７
７
７
７
８
８
８
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

０
３
９
６
６
０
３
０
３
５
６
６
０

１
８
５
３
１

２
５
７
０
４
１

１

１
↓
１
↓
２

－
－
，
－
－
－
－
■
－
－
－
　
１
　
　
－
　
－
■
■
　
一
『
一
一
一
－
　
　
　
■
－
　
　
－
「
」
－
■
，
「
『
■
－
！
一
，
’
－
…

８
７
４
３
０
６
３
７
３
２
１
０
４

２
２
２
２
２
一
１

１
３
２
３
４
６

一
一

一
一
一

一

３
７
３
４
２
７
２
５
２
２
１
７
８
３
１
２
１
一

一

一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

－
■

■

９
７
３
２
２
１
１
０
４
４
２
０
４

１
２
３
２
３
４
６

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
１

０

１
１
１
■
一
１
１
　
．
１

５

５

９

９

１

１

■
五
　
（
人
四
七
）

成作りよ４３録附ｋ
．
ｈ

．
１
Ｓ

前駄杣
ｕ
　
。

説
る

ｅ

討
す
山
と
吐
Ｏ

畑
１
０

．
ｎ
を

瓜
年
，
　
８

ｍ
９
３

加
１
ｎ
は

ｓ
。
数
甘
指
杣
価
Ａ
物
ゆ
渚

　
産
　
珪
　
業
　
工
　
注



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
圧
四
八
）

　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
吾
）

そ
し
て
こ
の
場
合
策
気
調
査
は
物
価
指
数
吉
も
強
く
価
格
の
下
落
長
応
し
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
五
〇
年
七
月
以
降
の
上
昇

期
に
お
い
て
は
指
数
ー
ポ
ィ
ソ
ト
の
騰
貴
に
対
す
る
累
嚢
高
の
増
加
は
平
島
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
六
月
ま
で
の
下
落
期
で
は

嚢
ー
ポ
ィ
ソ
ト
の
下
荏
対
す
藁
襲
高
の
減
少
は
平
為
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
程
度
の
価
格
変
動
で
あ
一
て
藤
貴
吉

も
下
落
の
方
が
よ
り
多
く
の
経
営
に
お
い
て
生
じ
た
こ
と
、
磐
言
す
れ
ぱ
経
営
は
価
格
の
騰
資
よ
り
も
下
落
に
よ
り
強
く
反
応
し
た

こ
差
誉
わ
す
の
で
菱
二
・
の
こ
と
は
又
蕃
残
高
と
物
価
指
数
と
の
鰯
図
を
描
く
と
あ
き
ら
か
で
あ
っ
て
、
反
応
の
相
違

の
た
め
に
上
昇
期
の
値
の
組
と
下
落
期
の
値
の
組
と
は
回
帰
線
が
異
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
正
に
帥
式
の
仮
定
が
成
立
し
な
い

場
合
で
あ
る
か
ら
、
価
格
騰
貴
経
営
の
比
率
の
累
積
値
と
下
落
経
営
の
比
率
の
累
秩
値
と
を
別
個
の
独
立
変
数
と
す
る
二
元
回
帰
方

程
式
を
当
嵌
め
る
と
、
よ
り
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
表
Ｂ
８
繍
は
下
落
経
営
、
騰
貴
経
営
別
の
比
率
の
霧
値
で
あ
り
、
ゆ
欄
は
工
業
生
産
老
物
価
指
数
で
お
る
。
計
算
の

結
果
二
元
柵
閑
係
数
は
、
Ｈ
＋
◎
ｂ
竃
と
い
う
非
常
に
エ
尚
い
値
を
示
し
、
当
嵌
め
ら
れ
た
二
元
回
帰
方
租
式

　
　
　
　
　
～
一
１
１
１
◎
ｂ
睾
十
◎
．
Ｈ
智
十
Ｈ
ｏ
。
竃
ｏ

に
景
気
調
査
の
累
被
値
を
代
入
し
て
算
出
し
た
物
価
指
数
（
¢
¢
欄
）
は
実
際
の
指
数
と
非
常
に
良
く
一
致
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
回
帰
方
程
式
の
係
数
の
鼓
は
・
そ
れ
の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
期
間
に
お
げ
る
物
価
嚢
で
測
っ
た
場
合
の
物
価
の
下
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

又
は
騰
貴
に
対
す
る
経
営
の
反
応
の
強
度
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
の
場
合
下
落
の
係
数
は
ｏ
ｏ
騰
貴
の
係
数
は
帆

で
あ
る
か
ら
二
九
五
〇
年
一
月
か
ら
翌
五
一
年
一
月
の
期
問
に
お
い
て
は
、
警
は
ｄ
ギ
ー
計
と
言
比
率
で
価
格
の
下

落
に
よ
り
強
く
反
応
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

側
将
釆
の
予
想
の
場
合
　
景
気
調
査
に
よ
る
工
業
生
産
者
価
格
の
予
想
と
嚢
統
計
局
の
工
業
生
産
者
物
価
指
数
と
の
比
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■
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４７

６
．

２２

３２２

２２２

５７３
一
ｂ
１４

１４４
【
ｏ
５４

１２１１
一

２２１３
■

５２１５
一

０３１

４
０

２
６

１
４

、
、
、
ユ
ン
ヘ
ソ
．
景
気
調
査
法
と
そ
の
続
計
的
性
格
（
関
）

３
　
４

５
　
６

　
　
ま

成
　
　
　
　
　
。

作
　
　
２
る

りよ
　
　
・
あ

５
　
　
し
で

録
　
出
値

附
　
算
た

ｋ
　
　
ら
れ

ｔ
　
　
か
さ

Ｓ

ｔ
　
式
出

舳
　
程
算

ｄ
　
方
ら

ｍ
　
帰
か

討
　
回
式

蛇
　
。
た
程

岨
る
れ
方

ｈ
す
ら
帰

ｍ
と
め
回

。
・
ｍ
嵌
た

Ｋ
を
当
め

，
年
に
散

皿
３
８
月
当

加
１
９
２
に

ｍ
は
年
月

舳
数
捌
６

血
指
－
年

Ａ
価
一
５
１

０
物
月
１
９

（
者
２
一

　
産
年
月

　
生
５
０
７

　
業
１
９
年

　
工
は
５
０

　
　
ノ
ー
９

　
法

較
も
、
前
と
同
様
二
元
回
帰
分
析
に

よ
っ
て
一
九
五
〇
年
一
月
か
ら
翌
五

一
年
二
月
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
但

し
、
こ
こ
で
は
工
業
生
産
の
予
想
の

場
合
と
同
じ
理
由
か
ら
、
景
気
調
査

の
一
月
の
値
と
物
価
指
数
の
二
月
の

値
と
が
比
較
さ
れ
た
。
（
第
五
表
働
ｉ

働
欄
）
そ
の
結
果
実
際
の
発
展
の
場

合
と
同
様
に
相
鮒
係
数
、
１
１
＋
９
０
８

と
い
う
高
い
値
が
得
ら
れ
、
当
嵌
め

ら
れ
た
回
帰
方
程
式

　
Ｎ
，
１
－
－
９
◎
ミ
十
９
－
曹
十
Ｈ
ｏ
ｏ
Ｈ
．
胃

か
ら
算
出
さ
れ
た
指
数
の
代
（
側
欄
）

は
、
策
気
調
査
の
実
際
の
発
腿
か
ら

算
山
し
た
仇
（
第
四
表
Ｂ
¢
¢
欄
）
と
殆

ん
ど
違
わ
な
か
っ
た
。

一
七
　
（
五
四
九
）



　
　
立
命
館
縁
済
学
　
（
第
六
巷
・
第
四
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
五
五
〇
）

　
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
は
以
上
の
外
に
工
業
に
お
げ
る
従
業
者
数
並
に
需
要
、
小
売
業
に
お
げ
る
阪
売
額
、
価
格
並
に
入
荷
に
っ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

同
様
の
や
り
方
で
景
気
調
査
の
結
果
と
統
計
と
の
比
較
を
試
み
、
小
売
販
売
額
の
予
想
の
場
合
以
外
は
何
れ
も
桐
関
係
数
が
十
〇
ｂ
～

以
上
で
あ
り
、
回
帰
方
程
式
に
よ
る
算
定
値
と
統
計
と
の
非
常
に
良
好
な
一
致
を
得
て
い
る
。
し
か
し
工
業
、
小
売
業
の
よ
う
た
大

き
な
総
合
領
域
に
っ
い
て
は
比
較
に
適
し
た
統
計
系
列
が
得
易
い
が
、
個
々
の
群
や
部
門
、
商
品
に
っ
い
て
は
比
較
系
列
が
得
難
い

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
部
分
領
域
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
景
気
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
数
量
化
は
困
雑
で
お
る
に
し
て
も
、
発
展
の
徴
向
に
お
い
て
は
最
気
調
査
の
結
果
と
統
計
と
の
問
に
見
事
な
一
致
が
存
在
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

と
が
、
種
々
の
部
分
領
域
に
つ
い
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
３
　
統
計
の
推
算

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
策
気
調
奄
の
結
果
と
統
計
と
の
問
に
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
、
回
帰
方
程
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
１
０
）

用
い
て
策
気
調
企
の
絡
果
か
ら
統
計
仇
を
推
算
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
場
合

　
引
　
策
気
調
企
の
実
際
の
発
峡
か
ら
前
月
の
統
計
仇
を
推
算
し
、
又

　
帥
　
将
米
の
予
想
か
ら
今
月
の
確
か
ら
し
い
仇
を
予
測
的
に
推
算
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
し
か
し
こ
の
場
合
注
意
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
数
学
式
に
よ
る
袖
外
推
算
一
般
に
妥
当
す
る
経
済
状
態

の
変
化
に
応
ず
る
数
学
式
の
係
数
の
値
の
修
正
の
間
題
で
あ
る
。

　
工
業
生
産
者
価
格
の
場
合
に
述
べ
た
よ
う
に
、
回
帰
方
程
式
の
係
数
の
逆
数
は
経
済
事
象
の
変
動
げ
」
対
す
る
経
営
の
反
応
の
強
度

を
あ
ら
わ
す
の
で
お
り
、
こ
の
よ
う
な
経
営
の
反
応
は
経
済
の
景
気
的
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
回
帰
方
程
式
の

係
数
の
値
は
経
済
状
態
と
共
に
変
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ぱ
不
況
の
時
は
、
経
営
は
価
格
の
騰
貴
よ
り
も
下
落
に
よ
り
強



く
反
応
し
一
即
ち
・
同
じ
程
度
の
価
格
の
変
動
で
あ
一
て
も
、
騰
貴
よ
り
キ
落
の
方
バ
か
よ
り
多
－
の
警
に
お
い
て
生
じ
一
、
故
に

回
帰
方
程
式
の
係
数
の
逆
数
は
下
落
の
方
雀
は
大
、
従
一
て
係
数
そ
の
も
の
の
値
は
下
落
の
方
が
小
さ
く
、
他
方
好
況
鳩
は
下

落
よ
り
藤
貴
に
よ
り
強
く
反
応
す
る
で
莞
－
か
ら
、
係
数
の
逆
数
は
騰
貴
の
方
が
値
は
大
、
従
つ
て
係
数
そ
の
も
の
の
値
は
騰

貴
の
方
が
小
さ
い
で
お
ろ
う
・
こ
の
よ
－
な
経
営
の
反
応
の
変
化
に
島
ら
ず
も
と
の
係
数
に
よ
る
な
ら
ぱ
、
景
気
調
査
の
結
果
に

よ
る
推
算
値
は
実
際
の
値
と
大
き
く
乖
離
し
、
実
践
上
有
用
な
精
度
で
物
価
指
数
を
推
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の

時
は
最
近
の
資
料
長
い
て
新
し
い
経
済
状
態
に
応
じ
た
係
警
算
定
し
直
し
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て
推
算
を
行
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
経
済
状
態
の
変
化
を
判
断
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
－
か
。
こ
こ
で
ア
ソ
ダ
、
ソ
ソ
は
い
わ
ゆ
る
管
理
図
の
考

え
方
を
適
用
す
ゑ
即
ち
・
回
帰
方
程
式
に
よ
る
推
算
僅
ま
の
誤
差
の
限
界
を
っ
げ
る
と
、
変
数
間
の
関
係
に
影
響
を
与
え

る
経
済
的
諸
条
件
が
変
化
し
な
い
限
り
、
隻
以
上
の
確
か
ら
し
さ
責
て
そ
の
範
囲
内
に
実
際
の
値
が
あ
る
と
予
想
す
る
こ
と
が

で
き
・
誓
実
際
の
値
が
こ
の
範
囲
外
集
る
と
、
隻
以
上
の
確
か
ら
し
さ
を
以
て
経
済
的
諸
条
件
が
前
と
同
じ
で
な
い
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
・
そ
こ
で
回
帰
方
程
式
に
よ
る
推
算
値
と
実
際
の
値
と
の
差
官
、
吻
を
越
え
な
い
か
ど
う
か
を
吟
味
し
っ
っ
推

算
を
続
げ
て
行
き
・
そ
れ
が
こ
の
誤
差
の
限
界
を
越
え
る
と
直
ち
に
新
し
い
資
料
に
よ
つ
て
回
帰
方
程
式
の
係
数
を
修
モ
て
両
者

の
差
を
再
び
峯
の
範
囲
内
に
収
め
、
そ
れ
に
よ
つ
て
以
後
の
推
算
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
先
に
述
べ
た
工
業
生
産
考
価
格
の
予
相
一
の
場
合
に
っ
い
て
説
明
す
る
と
、
一
九
五
・
年
二
月
去
一
年
二
月
の
資
“
よ

っ
て
求
め
た
回
帰
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
　
　
　
　
Ｎ
，
Ｈ
－
◎
ｂ
ミ
十
旨
ぎ
十
畠
冨
Ｈ

か
ら
算
出
し
た
五
一
年
三
月
以
降
の
物
価
指
数
の
推
算
値
は
第
五
高
欄
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
奪
、
、
．
。
。
。
。
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
（
五
五
一
）

　
　
　
ミ
江
ソ
ヘ
ソ
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
（
五
五
二
）

る
か
ら
叶
～
い
１
１
甘
～
ｂ
¢
で
あ
る
。
今
こ
の
推
算
値
を
伺
欄
の
実
際
の
値
と
比
較
す
る
と
、
三
－
五
月
で
は
両
者
の
差
は
誤
差
の

限
界
内
に
あ
る
が
六
月
は
こ
の
限
界
を
越
え
て
い
る
。
そ
こ
で
一
九
五
〇
年
七
月
－
五
一
年
六
月
の
資
料
に
よ
っ
て
回
帰
方
程
式
の

係
数
を
計
算
し
直
す
と

　
　
　
　
　
、
１
Ｉ
１
◎
．
轟
べ
十
９
Ｈ
曹
十
Ｎ
留
．
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
）

と
な
り
、
又
い
１
ｌ
Ｈ
ｂ
閉
故
に
片
～
い
Ｈ
～
｛
◎
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
る
と
六
月
の
算
出
値
（
¢
つ
欄
）
と
実
際
の
値
と
の
差
は
再
び

誤
差
の
範
囲
内
に
収
ま
る
の
で
あ
る
。

　
今
○
Ｄ
式
と
○
Ｄ
式
の
係
数
を
比
較
す
る
と
価
格
下
落
の
係
数
が
新
し
い
式
で
は
前
の
式
の
１
０
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
従
っ
て
経
営
ぱ

前
程
強
く
価
格
の
下
落
に
反
応
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
新
し
い
式
で
は
価
格
騰
貴
の
係
数
の
方
が
下
落
の
係
数
よ
り

も
値
が
小
さ
い
た
め
に
、
以
前
と
は
逆
に
経
営
は
価
格
の
下
落
よ
り
も
騰
貴
に
よ
り
強
く
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
－

そ
の
強
度
は
ｄ
、
岬
、
ｄ
〕
似
∴
Ｈ
，
ｏ
と
騰
貴
に
対
け
る
反
応
が
ず
っ
と
強
く
な
っ
て
い
る
。
（
前
の
期
間
で
は
冒
、
べ
の
比
率
で
下

落
に
よ
り
強
く
反
応
し
て
い
た
。
）
こ
の
よ
う
な
係
数
の
変
化
を
生
ぜ
し
め
た
経
済
状
態
の
変
動
は
、
第
五
表
ｃ
Ｄ
四
欄
の
経
営
比
率
の

推
移
か
ら
知
る
二
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
一
九
五
〇
年
二
月
－
五
一
年
二
月
に
お
い
て
は
、
七
月
ま
で
は
価
格
の
下
落
を
予
想
し
た

経
営
の
比
率
が
逐
次
減
少
し
て
価
格
不
変
を
予
想
す
る
経
営
が
多
く
な
り
、
八
月
以
降
は
価
格
騰
貴
を
予
想
す
る
経
営
が
次
第
に
増

加
し
て
来
て
お
り
、
従
っ
て
こ
の
時
期
は
景
気
の
回
復
、
上
昇
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
九
五
〇
年

七
月
－
五
一
年
六
月
で
は
価
格
の
下
落
を
予
想
す
る
経
営
は
殆
ん
ど
な
く
、
前
半
に
は
価
格
騰
貴
を
予
想
す
る
経
営
の
比
率
が
次
第

に
多
く
な
り
、
後
半
に
は
そ
れ
が
次
第
に
減
り
価
格
不
変
を
予
想
す
る
経
営
が
増
加
し
て
來
た
が
、
こ
の
時
期
は
一
般
に
好
況
期
で

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



（
１
）
　
記
号
辺
は
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

（
２
）
　
こ
れ
を
未
清
算
景
気
調
査
系
列
又
は
曲
線
（
目
目
す
雪
９
目
后
８
↓
窃
け
篶
序
ｏ
＆
．
弓
易
寿
冒
さ
）
と
い
う
。

（
３
）
　
景
気
調
査
の
累
積
残
高
系
列
の
搾
移
が
経
済
事
象
の
量
的
変
動
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
叉
次
の
仮
定
に
基
い
て
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
［
凸
の
◎
Ｏ
．
心
Ｈ
◎
１
Ｎ
■
）
却
ち

　
ｏ
ｏ
　
景
気
調
査
の
回
答
の
加
重
に
用
い
る
ウ
ニ
イ
ト
と
経
済
事
象
の
量
的
変
動
と
の
間
に
比
例
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て

　
例
　
同
じ
発
展
傾
向
を
有
す
る
経
営
の
比
率
（
加
重
百
分
率
）
と
実
際
に
生
じ
た
変
動
の
程
度
と
は
比
例
す
る
１
例
え
ぼ
１
０
彩
の
経
営
に
よ
る
生

　
　
産
増
加
の
回
答
が
２
劣
の
生
産
の
増
加
に
対
応
す
る
な
ら
ば
、
２
０
〆
■
。
の
経
営
が
生
産
増
加
を
報
告
す
る
時
は
生
産
の
増
加
率
は
４
％
と
推
論
し

　
　
得
る
　
　
と
仮
定
す
る
と

働
　
景
気
調
査
は
同
じ
全
体
集
団
か
ら
毎
月
抽
出
さ
れ
た
標
本
と
み
な
す
こ
と
が
で
ぎ
、
そ
の
上
継
続
し
て
同
し
方
法
で
前
月
に
対
す
る
変
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
示
す
か
ら
、
各
月
の
増
加
経
営
の
比
率
と
減
少
経
営
の
比
率
と
の
差
を
累
積
す
る
と
、
継
続
記
録
（
勺
◎
『
ａ
ｏ
マ
９
巨
目
胴
）
の
方
法
に
よ
っ
て
全

　
　
体
の
量
的
変
動
の
経
過
を
あ
ら
わ
す
系
列
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
三
っ
の
仮
定
の
う
ち
ｏ
り
は
本
文
の
数
理
的
説
明
に
お
け
る
ｏ
Ｕ
式
に
、
側
は
便
引
式
に
、
叉
倒
は
¢
ａ
式
に
相
当
す
る
。

　
　
＊
　
継
続
記
録
法
は
搾
算
統
計
の
一
っ
の
方
法
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
適
－
用
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
、
例
え
ば
国
勢
調
査
人
口
に
そ
の
後
の
出
生

　
　
　
数
、
入
国
数
を
加
え
、
死
亡
数
、
出
国
数
を
減
じ
て
国
勢
調
査
の
中
間
時
点
の
人
口
を
推
定
す
る
場
合
の
方
法
で
あ
る
。
（
措
稿
「
Ｏ
．
モ
ス

　
　
　
ト
＝
般
統
計
学
』
」
立
命
館
経
済
学
、
第
五
巻
第
四
号
、
八
三
－
八
四
頁
参
照
）
．

（
４
）
　
荷
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
十
ニ
カ
月
移
動
平
均
法
を
用
い
て
増
分
（
叉
は
減
少
分
）
の
加
重
平
均
の
変
動
に
継
続
的
に
適
合
し
得
る
こ
と
を
指
摘
し

　
　
て
い
る
。
（
扇
－
ｏ
ｏ
．
心
－
◎
）

（
５
）
　
こ
れ
は
累
積
残
高
が
負
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
純
粋
に
計
算
的
な
見
地
か
ら
選
は
れ
た
も
の
で
お
る
。

（
６
）
　
こ
の
よ
う
な
景
気
調
査
法
乙
生
産
指
数
と
の
性
格
の
相
違
は
、
口
］
○
ｏ
Ｏ
ｏ
．
８
乍
８
岬
に
お
い
て
靴
製
造
業
ハ
例
て
、
、
ざ
ら
か
に
斗
べ
・
れ
て
い
ろ
。

　
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
五
五
三
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
五
五
四
）

　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
．
第
四
暑
）

一
７
一
な
差
ら
隻
一
叉
は
ツ
一
の
値
が
そ
れ
の
係
数
の
嚢
に
等
し
い
場
合
に
指
数
が
・
ポ
イ
ソ
ト
変
動
す
る
か
ら
で
あ
る
，

一
８
一
小
霊
霧
の
予
想
の
場
合
の
相
関
係
数
は
下
…
嚢
で
青
、
そ
れ
は
朝
鮮
戦
乱
勃
護
の
数
カ
月
問
に
お
け
る
予
想
の
困
難
な
消

　
費
者
の
反
応
に
よ
る
の
で
あ
る
。

（
９
）
　
例
え
ば
［
Ｈ
］
◎
り
９
０
・
８
Ｎ
．
８
閉
参
照
。

一
ユ
・
一
工
業
生
産
の
場
合
は
こ
の
搾
算
値
は
生
産
嚢
の
傾
向
値
で
あ
一
て
生
産
指
数
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
既
述
の
と
こ
ろ
か
ら
、
め
き
ら

　
　
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
四
、
景
気
調
査
法
の
統
計
的
性
格

－
景
気
調
査
法
は
経
済
統
計
調
査
と
同
じ
経
営
集
団
を
対
象
と
し
て
同
じ
経
済
事
象
を
把
握
す
る
の
で
あ
る
が
、
数
的
確
定
を

行
わ
ず
に
た
だ
前
月
に
対
す
る
量
的
変
動
の
方
向
の
み
を
把
握
す
る
点
で
統
計
調
査
と
異
る
の
で
あ
る
。
景
気
調
査
法
は
経
済
統
計

調
査
の
時
問
的
制
約
を
克
服
し
て
経
済
の
迅
速
な
把
握
を
得
る
た
め
に
、
企
業
者
の
知
識
、
経
験
の
み
か
ら
容
易
に
即
匿
答
え
得

る
よ
う
な
質
間
に
限
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
数
的
報
告
を
要
求
す
る
こ
と
は
回
答
を
著
し
く
不
正
確
に
し
又
無
回
答
も
多
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
せ
い
ぜ
い
変
動
の
方
向
の
報
告
の
み
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
、

　
し
か
し
両
者
の
違
い
は
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
調
査
の
方
法
だ
げ
で
は
な
く
更
に
１
調
査
の
対
象
そ
の
も
の
を
も
異
に
す
る
の
で
あ

っ
て
・
経
済
統
計
調
査
は
直
接
経
済
事
象
を
把
握
せ
ん
と
す
る
の
に
対
し
て
、
景
気
調
査
法
は
そ
れ
に
っ
い
て
の
企
業
者
の
主
観
的

な
判
断
を
把
握
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
即
ち
・
経
済
統
計
調
査
は
正
確
な
経
営
の
記
録
や
証
拠
に
よ
っ
て
個
ヵ
の
経
営
に
お
げ
る
経
済
事
象
の
正
し
い
数
量
の
報
告
を
求

め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
事
象
そ
の
も
の
が
調
査
の
対
象
で
あ
る
と
い
え
る
、
、
と
こ
ろ
が
景
気
調
査
法
は
個
、
の
経
営
に
お
け
る



可
変
ポ
事
象
の
増
加
・
減
少
な
い
し
は
不
変
と
い
う
事
実
を
尋
ね
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
企
業
者
が
警
の
記
録
を
参
照

せ
ず
に
・
自
己
の
経
営
に
淳
る
事
実
に
っ
い
て
の
知
識
、
体
験
に
基
い
て
ど
れ
に
該
当
す
る
か
を
選
択
的
に
判
断
す
る
の
で
莞

か
ら
・
直
接
的
に
は
経
済
事
象
に
っ
い
て
の
主
観
的
判
断
を
調
査
の
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
も
つ
と
も
こ
の
場
合
企

業
者
が
経
営
の
記
録
に
基
く
正
確
藁
展
傾
向
姦
っ
て
お
り
、
従
っ
て
何
等
自
已
の
知
識
、
経
験
に
基
く
主
観
的
判
断
差
す
こ

と
な
く
答
え
得
る
時
は
・
事
象
そ
の
も
の
が
調
査
の
対
筆
雲
と
い
え
る
。
し
か
し
景
気
調
査
法
は
原
則
と
し
て
企
業
考
が
主
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

的
に
判
断
し
て
答
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
よ
う
に
特
徴
づ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
ｃ
こ
の
よ
う
に
景
気
調
査
法
は
主

観
的
判
断
を
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
事
実
の
認
識
の
正
確
性
の
点
で
は
経
済
統
計
調
査
に
劣
る
が
、
調
査
の
迅
速
性
と
調

査
範
囲
の
拡
大
の
点
で
逢
か
に
優
り
、
こ
の
欠
点
を
相
当
補
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
景
気
調
査
法
喜
調
査
事
項
毎
に
予
め
定
め
た
三
つ
の
判
断
可
能
性
の
頻
度
を
求
め
る
と
い
う
点
で
は
、
統
計
調
査
が
調

査
事
項
毎
に
標
識
に
よ
っ
て
群
分
け
し
て
集
団
の
構
成
状
態
を
数
量
的
に
雲
ら
か
に
す
る
の
と
全
く
同
じ
で
青
、
故
に
手
続
的

に
は
景
気
調
査
法
も
又
統
計
調
査
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
景
気
調
査
法
は
主
観
的
判
断
を
対
象
と
す
る
占
一
で
は
意
見
調
査
一
麦
…
曇
、
萎
夏
一
と
同
じ
で
あ
る
が
、
後
者
は
意
見

的
判
断
一
書
募
冒
至
を
把
握
す
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
謁
判
断
一
事
、
…
。
婁
；
け
・
、
、
９
な
い
し
は
意
図
的
判
断
一
、
。
け
。
目
．

ま
易
弓
宣
一
〇
）
を
得
ん
と
す
る
点
で
異
る
の
で
あ
る
。

即
ち
・
意
見
調
産
特
定
の
事
柄
や
問
題
に
っ
い
て
の
、
構
や
気
分
の
領
域
か
ら
与
え
ら
れ
る
個
人
の
意
見
を
調
べ
る
の
で
あ

一
て
・
乏
意
見
そ
の
も
の
が
把
握
さ
る
べ
き
客
観
的
現
実
の
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
景
気
調
査
奈
調
べ
る
例
え
ぱ
自
己
の
経

営
の
生
産
・
在
庫
現
在
量
等
が
増
加
し
た
と
い
う
判
断
は
、
企
業
者
の
意
見
で
は
な
く
企
業
者
の
警
に
つ
い
て
の
知
穫
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
　
（
五
五
五
）

　
　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
　
（
五
五
六
）

与
え
ら
れ
た
経
済
事
象
の
事
実
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
把
握
せ
ん
と
す
る
客
観
的
な
経
済
的
事
実
１
．
、

従
っ
て
そ
の
判
断
の
当
否
が
検
証
さ
れ
得
る
客
観
的
基
礎
－
－
－
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
叉
将
来
の
予
想
の
場
合
で
も
大
部
分
は
、

例
え
ぱ
来
月
に
は
生
産
、
在
庫
現
在
量
等
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
か
そ
れ
と
も
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
、
将
来
の
予

測
の
意
味
に
お
け
る
意
見
を
調
べ
る
の
で
な
く
、
来
月
は
生
産
、
在
庫
現
在
量
等
を
ふ
や
す
積
り
か
そ
れ
と
も
減
ら
す
積
り
か
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

う
、
企
業
者
の
計
画
的
意
図
が
調
査
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
第
一
表
Ｂ
１
２
参
照
）
も
っ
と
も
こ
の
場
合
計
画
的
な
意
図
が
単
な
る
希
望

や
考
え
、
気
分
的
要
素
の
影
響
を
受
げ
、
そ
の
た
め
回
答
が
意
図
と
意
見
と
の
限
界
線
上
に
来
る
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
大
抵
の

経
営
で
は
少
く
と
も
翌
月
や
翌
々
月
の
経
営
計
画
は
大
な
り
小
な
り
確
定
し
て
い
る
の
が
実
際
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
で
も
意
見
で

は
な
く
や
は
り
意
図
的
判
断
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
荷
こ
の
よ
う
な
企
業
者
の
意
図
で
は
な
く
将
来
の
予
測
を
尋
一
ね
る
場
合
で
も

（
第
一
表
Ｂ
３
参
照
）
、
過
去
や
現
状
に
っ
い
て
の
く
わ
し
い
知
識
、
永
年
の
経
験
を
基
礎
と
し
て
与
え
ら
れ
た
確
か
ら
し
い
発
展
の
予

想
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
意
見
以
上
の
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
調
査
の
実
際
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合
、
知
識
な
い
し
は
意
図
と
意
見
と
の
明
確
な
亙
別
は
不
可
能
で
あ
り
多
少
と
も
複

合
し
て
答
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
原
理
的
に
は
以
上
の
よ
う
に
分
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
景
気
調
査
法
の
対
象

が
客
観
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
を
持
つ
知
的
判
断
、
意
図
的
判
断
で
あ
る
こ
と
に
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
景
気
調
査
の
結
果
と
統
計
と
の

高
度
の
一
致
が
生
じ
得
る
重
要
な
基
礎
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
３
　
景
気
調
査
法
は
手
続
的
に
は
統
計
調
査
と
同
じ
で
あ
る
が
、
客
観
的
な
経
済
的
事
実
に
っ
い
て
の
推
定
を
調
査
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
事
実
の
厳
密
な
確
定
を
求
め
る
統
計
調
査
に
対
し
て
推
算
的
統
計
調
査
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
普
通
、
集
団
の
単
位
の
厳
密
な
確
定
に
よ
っ
て
集
団
の
値
を
得
る
統
計
調
査
に
対
し
て
、
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
侃
を
川
い
て



計
算
的
に
、
統
計
調
査
の
手
続
を
経
な
い
で
未
知
の
集
団
の
値
を
求
め
る
こ
と
を
推
算
（
○
Ｏ
・
轟
旨
；
胴
）
と
い
う
の
で
あ
１
る
が
、
し
か

し
正
確
に
ー
は
推
算
は
調
査
の
段
階
に
ー
お
い
て
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
推
算
は
大
き
く
分
げ
て
ｃ
ｏ
集
団
の
単
位
の
標
識
を
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

定
し
そ
れ
を
統
計
的
に
加
工
し
て
集
団
の
値
を
求
め
る
場
合
（
推
算
的
調
査
）
と
、
の
代
表
的
推
論
、
拡
張
的
推
論
、
類
推
等
の
統
計

的
推
論
に
基
い
て
、
既
存
の
統
計
的
確
定
又
は
推
算
的
確
定
に
計
算
を
施
し
て
集
団
の
値
を
算
出
す
る
場
合
（
推
算
的
分
析
）
と
が
あ

り
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
過
去
、
現
在
の
事
実
に
つ
い
て
の
推
算
と
将
来
に
つ
い
て
の
予
測
的
推
算
（
く
。
轟
畠
。
。
争
筆
昌
長
）
と
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
従
っ
て
統
計
調
査
が
標
本
調
査
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
は
、
単
位
の
標
識
の
正
確
な
確
定
が
行
わ
れ
、
そ
れ
の
統
計
的
整
理
、

加
工
の
結
果
が
代
表
的
推
論
に
基
い
て
全
都
集
団
の
推
定
値
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
推
算
的
分
析
の
意
味
に
お
い

て
推
算
統
計
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
景
気
調
査
法
の
場
合
は
、
個
々
の
経
営
に
お
げ
る
客
観
的
な
経
済
的
事
実
に
っ
い
て
の
知
的
判
断

を
統
計
的
に
調
査
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
判
断
は
正
に
個
々
の
経
営
に
お
げ
る
経
済
事
象
の
増
加
、
減
少
な
い
し
は
不
変
の
事
実

の
推
定
に
外
な
ら
ず
、
叉
意
図
的
判
断
の
場
合
は
個
々
の
経
営
に
お
け
る
将
来
の
計
画
的
事
実
の
予
測
的
推
定
で
お
る
と
考
え
得
る

か
ら
、
景
気
調
査
法
は
過
去
並
に
将
来
に
っ
い
て
の
推
算
的
調
査
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
更
に
景
気
調
査
法
は
標
本
調
査
で
あ

る
か
ら
調
査
の
結
果
は
代
表
的
推
論
に
基
い
て
西
独
全
体
の
推
定
値
と
考
え
ら
れ
、
又
拡
張
的
推
論
に
基
く
継
続
記
録
法
に
よ
っ
て

経
済
事
象
の
量
的
変
動
を
反
映
す
る
系
列
に
変
換
さ
れ
（
補
項
の
注
（
３
）
参
照
）
、
数
量
化
さ
れ
た
景
気
調
査
（
即
ち
回
帰
直
線
）
が
得
ら

れ
る
と
拡
張
的
推
論
に
基
く
補
外
法
に
よ
っ
て
景
気
調
査
の
結
果
か
ら
統
計
値
を
推
算
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
、
．
実
際
の
発
展
か
ら

前
月
の
値
を
、
将
来
の
予
想
か
ら
今
月
の
予
測
値
を
算
出
し
得
る
１
－
－
等
し
て
推
算
的
分
析
が
行
わ
れ
る
の
で
お
る
、
か
く
て
景
気

調
査
法
は
本
質
的
に
推
算
統
計
で
お
る
と
い
え
る
。

　
　
ミ
ユ
ソ
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
五
五
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
二
ニ
ハ
　
（
五
五
八
）

　
４
　
先
に
景
気
調
査
法
は
統
計
調
査
の
一
種
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
意
見
調
査
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
な
ぜ
な
ら

ぱ
、
意
見
調
査
も
多
数
の
個
人
の
意
見
的
判
断
を
集
め
て
、
調
査
事
項
毎
に
若
干
の
類
型
的
な
意
見
の
型
に
よ
っ
て
群
分
げ
し
各
群

の
頻
度
を
求
め
る
方
法
を
と
る
か
ら
で
あ
る
つ
そ
し
て
一
般
に
主
観
的
判
断
を
対
象
と
す
る
場
合
は
意
見
調
査
と
い
わ
れ
、
そ
の
内

部
で
意
見
的
判
断
の
調
査
、
知
的
判
断
の
調
査
等
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
判
断
が
客
観
的
事
実
に
っ
い
て
の
推
定
で
あ
る

場
合
に
は
推
算
的
調
査
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
広
義
の
統
計
調
査
を
普
通
い
わ
ゆ
る
統
計
調
査
（
狭
義
の
統
計
調
査
）
と
意
見
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

査
と
に
分
け
、
後
者
を
更
に
狭
義
の
意
見
調
査
、
知
識
調
査
等
に
分
げ
、
そ
れ
ら
は
時
に
は
推
算
的
調
査
で
お
る
と
す
る
と
、
景
気

調
査
法
は
意
見
調
査
の
う
ぢ
の
知
識
調
査
、
意
図
調
査
で
あ
り
、
且
っ
推
算
的
調
査
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
１
）
　
景
気
調
査
法
の
よ
う
な
単
な
る
変
動
の
方
向
の
み
の
調
査
で
は
次
の
よ
う
な
欠
点
が
生
ず
る
。
例
え
ば
、
同
し
く
生
産
増
加
経
営
の
比
率
が

　
　
　
６
０
劣
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
増
加
の
強
度
に
つ
い
て
見
る
と
１
０
％
以
上
増
加
の
経
営
４
０
％
、
３
１
１
０
劣
増
加
の
経
営
２
０
劣
か
ら
前
者
１
０
カ
後
者
５
０

　
　
　
％
に
変
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
景
気
調
査
法
で
は
不
変
叉
は
減
少
経
営
の
比
率
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に

　
　
　
う
か
が
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
バ
リ
の
国
立
統
計
経
済
研
究
所
の
調
査
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
、
変
動
の
方
向
に
変
動

　
　
　
の
程
度
を
加
味
し
た
区
分
－
例
え
ば
、
著
し
い
増
加
（
１
０
％
以
上
）
、
適
度
の
増
加
（
３
１
１
０
％
）
、
不
変
（
一
劣
）
、
適
度
の
減
少
（
３
１
１
０
％
）
、

　
　
著
し
い
滅
少
（
１
０
〆
■
。
以
上
）
　
　
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
が
著
し
く
改
善
さ
れ
得
る
か
と
う
か
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
（
奉
帖
９
磧
♀
ｏ

　
　
中
ｏ
二
の
．
－
ミ
）

　
（
２
）
　
一
般
に
、
こ
の
よ
う
な
経
済
事
菓
そ
の
も
の
と
経
済
事
象
に
っ
い
て
の
主
観
的
判
断
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
、
経
済
統
計
の
正
確
性

　
　
　
を
考
え
る
上
に
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
て
、
前
者
を
把
握
せ
ん
と
す
る
経
済
統
計
調
査
に
お
い
て
後
者
が
答
え
ら
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ぼ
見
ら
れ

　
　
　
る
と
二
ろ
で
お
る
。
．
例
え
ぼ
所
得
調
査
に
お
い
て
帳
簿
や
記
録
を
調
べ
な
い
で
記
憶
を
辿
っ
て
回
答
が
与
え
ら
れ
る
場
合
は
こ
れ
で
．
お
る
。

　
（
３
」
　
二
の
場
合
将
来
の
計
画
が
具
体
的
に
決
っ
一
、
い
一
．
企
業
者
が
そ
れ
に
よ
る
正
確
な
将
来
の
発
崖
傾
向
を
卸
っ
一
。
お
り
、
従
っ
一
、
何
等
主
襯
的



（
４
）

（
５
）

判
断
を
な
さ
ず
に
答
え
得
る
と
ぎ
は
、
将
来
の
計
画
を
対
象
と
す
る
統
計
調
査
で
あ
る
と
い
え
る
。

袋
的
推
論
一
勾
象
邑
き
目
。
－
一
・
姜
一
と
は
部
分
か
ら
全
体
一
の
推
諭
で
あ
つ
て
筆
調
萎
の
誓
に
な
さ
れ
る
。
拡
張
的
推
論

一
。
馨
菱
警
萎
９
一
季
一
は
既
知
の
値
か
ら
そ
れ
と
墨
の
黍
の
値
、
た
だ
し
そ
れ
と
全
体
集
団
と
部
分
集
団
の
関
係
に
な
い
値
一

の
推
論
を
い
い
・
継
続
記
録
法
・
補
間
法
、
補
外
法
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
類
推
一
ぎ
一
。
－
・
一
。
。
。
。
葦
。
。
－
。
。
一
は
既
知
の
値
か
ら
そ
れ
と
同
種

で
な
い
未
知
の
値
一
の
推
論
で
あ
っ
て
、
異
種
の
統
計
値
を
組
合
せ
て
近
似
値
を
算
出
す
る
推
算
的
琵
法
一
。
。
。
轟
、
、
。
箏
。
。
団
。
、
。
。
プ
昌
胃
ぴ
。
一

の
場
含
に
用
い
ら
れ
る
。
（
措
稿
「
Ｏ
・
モ
ス
ト
＝
般
統
計
学
』
」
立
命
館
経
済
学
、
第
五
巻
第
四
号
、
八
三
－
八
五
頁
参
照
）

　
ニ
コ
ラ
ス
は
二
昌
９
箏
目
目
暢
ぎ
誘
｝
冒
目
胴
、
、
を
狭
義
の
意
見
調
査
の
名
称
と
し
、
よ
り
広
い
意
味
の
意
見
調
査
に
は
二
Ｕ
。
一
。
一
。
ｏ
ｑ
－
。
、
、
と
い
う

名
称
を
与
え
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
狭
義
の
統
計
と
の
関
係
を
、
統
計
の
本
質
は
諾
標
識
に
よ
る
事
物
と
概
念
の
整
理
に

あ
る
か
ら
両
者
は
共
に
統
計
で
お
る
が
、
狭
義
の
統
計
は
客
観
的
標
識
の
統
計
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ｏ
。
、
。
－
。
阻
。
は
主
観
的
標
識
の
統
計
で

あ
る
と
い
え
る
・
こ
こ
に
客
観
的
標
識
の
統
計
と
は
、
質
間
に
対
す
る
回
答
が
　
　
そ
の
回
答
に
必
要
な
知
識
を
全
部
利
用
し
得
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
誰
に
よ
っ
て
嘉
調
査
者
や
調
査
者
と
同
様
に
答
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
場
合
て
青
、
こ
れ
が
誰
に
よ
っ
て
嘉
に
同
じ
回

答
を
期
待
し
得
な
い
場
合
は
主
観
的
標
識
の
統
計
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
（
呂
・
髪
、
－
四
。
。
一
、
・
。
・
ｏ
・
ｃ
ｏ
・
ｃ
ｏ
．
切
）

五
、
む
す
び

景
気
調
査
法
の
役
割

　
以
上
三
項
に
わ
た
っ
て
景
気
調
査
法
の
内
容
と
特
徴
を
見
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
景
気
調
査
法
は
企
業
者
を
対
象
と
す

る
傾
向
調
査
で
あ
っ
て
数
的
調
査
で
は
な
い
が
、
累
震
理
と
相
関
分
析
法
の
適
用
に
よ
っ
て
経
済
事
象
の
量
的
変
動
を
反
映
し
且

っ
統
計
値
の
推
算
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
景
気
調
査
法
が
知
識
や
意
図
を
対
象
と
す
る
推
算
的
調
査
で
あ
り
、

又
加
重
百
分
率
の
整
理
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
の
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
、
景
気
調
査
法
は
こ
の
よ
う
に
・
傾
向
調
査
、
推
算
的

　
　
　
ミ
ユ
ン
ヘ
ソ
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
五
五
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
五
六
〇
）

　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
号
）

調
査
で
あ
る
か
ら
・
す
ぐ
れ
て
数
量
的
な
経
済
現
象
の
調
査
研
究
に
お
い
て
は
統
計
調
査
を
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、
統
計
調
査
の

及
び
得
な
い
点
嘉
足
す
る
こ
と
に
よ
一
て
我
・
の
経
済
の
認
識
を
よ
り
完
全
奮
し
め
る
要
具
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぱ
奮
ぬ
。
そ

れ
で
は
景
気
調
査
法
は
経
済
の
認
識
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
藁
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
次
に
そ
れ
姦
観
し
て
本
稿
を
終

る
こ
と
に
す
る
。

○
景
気
調
査
法
は
経
済
統
計
調
査
よ
り
専
一
と
早
く
商
品
経
済
全
体
の
震
傾
向
の
概
讐
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
迅
速
で
髪
ぱ
か
り
で
た
く
、
工
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
の
市
場
的
な
相
互
関
連
を
結
合
し
て
商
品
経
済
全
体
の
景
気
の
欝

を
与
え
得
る
の
が
、
景
気
調
査
法
の
大
き
た
特
徴
で
あ
る
。

の
そ
し
て
景
気
乳
査
法
は
経
済
統
計
調
奮
よ
一
て
は
全
然
な
い
し
は
部
分
的
に
し
か
把
握
さ
れ
て
い
な
い
経
済
事
象
、
例
え

ぱ
工
業
・
商
業
に
お
げ
る
在
庫
変
動
量
、
商
業
に
淳
る
発
注
、
仕
入
、
卸
売
業
の
売
掛
金
、
小
売
業
の
掛
売
等
の
発
展
傾
向
に
つ

い
て
の
情
報
を
与
え
、
経
済
の
全
体
的
な
認
識
を
よ
り
完
全
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

働
更
に
景
気
調
査
法
窪
済
統
計
調
査
に
よ
一
て
は
全
然
な
い
し
は
殆
ん
ど
把
握
し
得
な
い
企
業
老
の
奨
の
予
想
、
計
画
的

意
図
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
の
予
測
に
経
験
的
な
基
礎
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

景
気
調
査
蒼
よ
る
将
来
の
予
想
は
企
業
者
の
予
想
、
意
図
に
つ
い
て
の
、
即
ち
い
わ
ゆ
る
事
前
量
一
。
、
１
臼
。
ド
。
。
、
ぴ
、
。
一
の
巨
視

的
窺
度
で
膏
・
こ
れ
に
対
し
て
大
部
分
の
乾
及
び
景
気
調
査
蒼
よ
る
実
際
の
発
展
は
、
企
業
者
の
予
想
、
意
図
に
基
く
現

実
の
行
動
の
結
果
・
即
ち
事
後
量
一
婁
言
婁
・
一
の
巨
視
的
測
度
で
お
る
。
経
済
の
護
的
把
握
と
し
て
の
統
計
に
基
く
従
来

の
景
気
の
予
測
は
・
過
去
の
傾
向
が
今
後
も
妥
当
す
る
と
仮
定
し
て
そ
れ
の
機
械
的
窪
蒼
よ
一
て
行
わ
れ
た
た
め
そ
の
藁
は

薄
か
一
た
の
で
あ
る
、
と
こ
ろ
が
今
や
景
気
調
査
法
に
よ
一
て
企
業
者
の
事
前
量
の
把
握
が
与
、
”
真
る
よ
う
に
な
つ
た
た
め
に
、



．
景
気
調
査
法
に
よ
る
事
前
量
と
事
後
量
或
は
叉
そ
の
後
統
計
的
に
確
定
さ
れ
た
実
際
の
発
展
（
統
計
）
と
の
相
関
を
調
べ
、
又
企
業
者

　
の
予
想
、
意
図
の
実
現
の
程
度
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
景
気
の
予
測
を
経
験
的
基
礎
の
上
に
よ
り
有
教
に
行
う
道
が
開
か
れ

　
た
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
景
気
調
査
法
は
主
と
し
て
翌
月
の
事
前
量
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
短
期
の
景
気
の
予
測
に
役
立
っ
に
す
ぎ

　
な
い
。
と
こ
ろ
が
景
気
の
予
測
に
は
そ
れ
以
外
に
更
に
半
年
程
先
の
よ
り
長
期
の
事
前
量
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
バ
リ
の
国
立
統

　
計
経
済
研
究
所
の
調
査
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
ゆ
　
又
景
気
調
査
法
は
経
済
事
象
の
量
的
大
き
さ
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
市
場
に
存
在
す
る
異
る
発
展
方
向
の
力
関
係
を

　
あ
き
ら
か
に
し
て
有
力
な
発
展
方
向
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
即
ち
、
景
気
調
査
法
は
或
る
製
品
の
生
産
に
つ
い
て
、
前
月
に
比
べ
て
増
加
し
た
経
営
が
６
０
％
、
減
少
し
た
経
営
が
１
０
劣
、
変
ら

　
な
い
経
営
が
３
０
％
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
全
体
と
し
て
生
産
が
非
常
に
増
加
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

　
対
し
て
経
済
統
計
調
査
は
こ
の
よ
う
な
個
々
の
経
営
に
お
げ
る
生
産
の
増
減
の
結
果
生
じ
た
生
産
量
を
示
し
て
、
そ
れ
の
前
月
に
対

　
す
る
変
動
を
あ
き
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
伺
　
荷
景
気
調
査
法
は
相
互
に
関
連
を
有
し
調
和
し
た
質
問
網
を
も
っ
て
商
品
経
済
全
体
を
把
握
し
、
過
去
の
事
実
だ
げ
で
は
な

　
く
企
業
者
の
将
来
の
予
想
、
意
図
を
も
調
べ
て
い
る
の
で
、
企
業
者
の
経
済
行
動
の
仕
方
を
研
究
す
る
た
め
の
資
料
を
与
え
る
こ
と

　
　
　
　
（
２
）

　
が
で
き
る
。

　
　
（
１
）
　
こ
こ
に
「
殆
ん
ど
把
握
し
得
な
い
」
と
か
「
大
部
分
の
統
計
」
と
い
う
の
は
、
景
気
調
査
法
に
比
べ
て
非
常
に
狭
い
範
囲
の
も
の
に
す
ぎ
な

　
　
　
　
い
に
し
て
も
、
経
済
統
計
調
査
に
よ
っ
て
も
事
前
量
を
調
査
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
日
銀
の
「
輸
出
入
信
用

　
　
　
　
ミ
ン
ン
ヘ
ン
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
五
六
一
）



　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
六
巻
・
第
四
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
五
六
二
）

　
　
状
統
計
Ｌ
、
通
産
省
の
「
輸
出
認
証
統
計
」
「
輸
入
承
認
統
計
」
、
経
済
企
画
庁
の
「
機
械
受
注
状
況
統
計
」
、
建
設
省
の
「
建
築
着
工
統
計
」
等

　
　
が
こ
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
、

（
２
）
　
景
気
調
査
の
緕
果
を
用
い
て
企
業
者
の
行
動
の
仕
方
を
通
じ
て
経
済
の
動
き
を
研
究
す
る
試
み
が
、
、
・
ニ
ン
ヘ
ン
の
Ｉ
ｆ
ｏ
経
済
研
究
所
や

　
　
ハ
ー
グ
の
中
央
計
画
局
（
Ｏ
昌
ｑ
巴
雪
彗
巨
目
胴
箏
冒
Ｓ
冒
）
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
都
が
一
九
五
四
、
五
五
年
の
計
量
経

　
　
済
学
会
欧
洲
部
会
及
び
一
九
五
四
年
の
ア
メ
リ
カ
統
計
学
会
総
会
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
（
■
８
箏
◎
冒
９
ユ
９
一
き
－
・
轟
Ｌ
竃
タ
ｏ
ｏ
・
８
◎
◎
１
昌
Ｈ
一

　
　
亭
鼻
一
さ
－
．
農
一
－
旨
９
ｏ
ｏ
．
ｃ
ｏ
５
山
畠
一
－
．
＞
昌
雪
．
ｏ
ｏ
言
ま
。
。
け
声
ｏ
．
ｏ
・
．
一
き
－
．
｝
９
宕
蟹
一
〇
．
蜆
雷
参
照
）


